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はじめに 

 

我が国では，人口減少・少子高齢化を背景とした生産年齢

人口の減少の加速とともに，社会基盤（インフラ）の高齢

化・老朽化が急速に進展しています。全国には約72万橋（国

道3割，市町村道7割）の橋梁ストックがあり，このうち架設

後50年以上経過する橋梁が10年後には5割を超える等，インフ

ラの安全・機能確保対策の必要性は大きく，維持管理・修繕

等の需要は今後確実に増大します。一方，地方では，多くの

自治体（町の3割，村の6割）で橋梁保全業務に携わる土木技

術者が不在であると同時に，地元企業には高等教育を受けた

技術者が非常に少なく，実務者のインフラメンテナンス分野

での経験も乏しいのです。また，建設技術者のICTスキル不足

から建設現場の生産性が低く，建設業界への入職者は減少傾

向が続いています。将来にわたって，インフラの機能劣化に

より経済競争力の低下や安全・安心が脅かされる事態が生じ

ないよう適切に対策を実施していくには，インフラメンテナ

ンスの担い手の確保と技術力の維持・向上が必須です。更

に，大きな社会の変革としてSociety5.0が訪れようとしてお

り，インフラメンテナンスにおいても人工知能（AI），ビック

データ，IoT,ロボティクス等の先端技術の活用が本格化する

中，ICTスキルの修得は不可欠です。建設技術者は，現場でイ

ンフラの維持管理・修繕に携わりながら，技術力の維持・向上や新たなスキル修得のための学びを

続ける必要がありますが，時間や費用の制約，キャリアとの関係等が学びの障害となっています。

このため，働きながら学びを続けるための環境整備や，職業能力の向上とキャリア・アップに繋が

る教育プログラムの構築等，社会人のための学び（リカレント教育システム）を設計することは喫

緊の課題です。 

舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター（ｉＭｅｃ）では，地域インフラを

守る建設技術者のためのメンテナンス技術力向上プログラムとして，働きながら学ぶことを前提

に，ｅラーニングと短期の講習会を組合せた“ｅ＋ｉＭｅｃ講習会”を実施しています。このう

ち，橋梁点検技術者育成のための講習会は，平成31年3月末迄に延べ460人が受講し，橋梁点検に関

する技術資格認定登録者数は286人に上ります。本事業では，ｉＭｅｃの教育コンテンツを充実，

発展，体系化することで，建設技術者のスキル・キャリア向上の道筋を示すリカレント教育プログ

ラム“橋梁メンテナンス技術者育成のステップアップ型教育プログラム”を開発するとともに，高

専のスケールメリットを活かしてリカレント教育プログラムを全国へと普及するために，ｉＭｅｃ

の仕組みの全国展開として，各地域の高専にインフラメンテナンス技術者育成のためのリカレント

教育拠点を整備します。また，本事業で連携する産学共同により，リカレント教育プログラムの講

師となる実務家教員を育成する研修プログラムを開発・実施し，ｉＭｅｃ（リカレント教育中核拠
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点）から各地域の連携高専（リカレント教育拠点）へ育成した実務家教員を派遣し，活用する仕組

みを構築します。 

更に，本事業終了後におけるリカレント教育事業の継続性を確保するため，本事業における産

学共同教育の場をベースとしたKOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムをバック

アップする組織（公益法人等）の創設を視野に入れ，将来にわたり，各地域の高専が核となって安

全・安心な生活を支えるインフラメンテナンス人材育成や，建設技術者のスキル・キャリア向上支

援を推進する体制の実現を目指します。 

本事業を通じて，私たち高専は全国一丸となって，少子高齢化・人口減少時代における社会基

盤の高齢化・老朽化という国家的重要課題の解決の鍵となるインフラメンテナンス人材育成システ

ムを構築し，良質な社会資本としてのインフラを将来の世代に継承するための道筋を築きたいと考

えます。そして，全国で約5万人が在籍する高等専門学校の課程教育において，若き技術者たちに

建設業界の50年後100年後を目を輝かせて語り続けたいと思います。 
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第 1章 申請概要 

１．１ 取組の概要 

本事業では，産学と地域が連携し，インフラメンテナンスのリカレント教育推進のための産学連

携コンソーシアムを形成し，KOSEN 型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築を行

う。まず，建設技術者のスキル・キャリア向上のためのリカレント教育プログラム「橋梁メンテナ

ンス技術者育成のステップアップ型教育プログラム」を開発し，高専のスケールメリットを活かし

た全国展開のため，連携高専に教育拠点を整備する。また，リカレント教育プログラムの講師とな

る実務家教員を育成する研修プログラムを開発・実施し，舞鶴工業高等専門学校（舞鶴高専）社会

基盤メンテナンス教育センター（ｉＭｅｃ）から各地域の教育拠点へ実務家教員を派遣・活用する

仕組みを構築する。更に，本事業終了後のリカレント教育事業の継続性確保のため，構築した人材

育成システムをバックアップする組織（公益法人等）の創設を視野に，将来にわたり，各地域の高

専が核となってインフラメンテナンス人材育成を推進する体制の実現を目指す。 

 

１．２ 取組の内容 

１．２．１ 本事業の実施概要 

本事業は，各地域の高専（KOSEN）がリカレント教育の拠点となるKOSEN型産学共同インフラメン

テナンス人材育成システムの構築を行うものであり，舞鶴高専社会基盤メンテナンス教育センター

を中核として産学共同でインフラメンテナンス人材育成を推進するコンソーシアムを形成し，次の

３つの取組を実施する。 

 

（取組みの３本柱） 

・実務家教員育成研修プログラムを開発し，産学連携でリカレント教育プログラムの講師を育成

する。 

・職務を離れることなく受講可能なリカレント教育プログラムを開発・実施する。 

・全国5カ所のリカレント教育拠点に育成した実務家教員を配置し，リカレント教育プログラム

を全国展開する。 

 

１．２．２ 本事業における連携体制 

本事業は，舞鶴高専が申請代表校となり，橋の老朽化対策研究会や高専研究ネットワーク等を通

じて既に連携している４つの高専（福島工業高等専門学校，長岡工業高等専門学校，福井工業高等

専門学校，香川高等専門学校）と今回新たに連携する放送大学学園を共同申請校（連携校）として

申請するものである。事業申請に当たり，（一社）近畿建設協会，西日本高速道路株式会社，及び，

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部を連携企業とする他，京都府北部社会基盤メンテナンス

推進協議会（会長：舞鶴高専社会基盤メンテナンス教育センター長，構成員：京都府中丹広域振興

局，丹後広域振興局，京都府北部７市町，（一財）京都技術サポートセンター，京都府測量設計業協

会，宮津建設業協会）を通じて地域とも連携し，産学共同教育の場として，ＲＥＩＭ※推進産学連

携コンソーシアム（仮称）（以降，コンソーシアムという）を形成する。従前より高専と連携関係に
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ある長岡技術科学大学が，協力校としてこれに加わる。 

※ＲＥＩＭは，インフラメンテナンスのリカレント教育：Recurrent Education of Infrastructure 

Maintenanceの構成英単語の頭文字をとったもの。 

本事業の実施にあたり，コンソーシアムが効果的に機能するよう，コンソーシアム合同会議（議

長は舞鶴高専校長）設置し，連携校，企業，地域等との定期的な対話の場とする。また，コンソー

シアム合同会議に，実務家教員育成研修プログラム開発部会，リカレント教育プログラム開発部会，

及び，人材育成・活用システム設計部会を設置し，開発段階からの産学連携体制を構築する。 

本事業の運営体制としては，舞鶴高専ｉＭｅｃにリカレント教育推進委員会を設置し，事業全体

の進捗状況やスケジュール管理を行う他，コンソーシアムの事務局機能を担い，コンソーシアム合

同会議の連絡調整等を行う他，コンソーシアムに設置する各部会においても事務局となり，研修プ

ログラムや教育プログラムの開発及び人材育成システム設計を先導する。リカレント教育推進委員

会は，舞鶴高専，連携高専（福島高専，長岡高専，福井高専，香川高専），及び，（独）国立高等専

門学校機構（本部）のメンバーで構成する。 

図１．１は，本事業における連携体制図である。 

 

 

 

図１．１ 本事業における連携体制図 
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（１）申請代表校と各連携校の間の連携と役割分担 

本事業では，舞鶴高専をリカレント教育中核拠点，連携高専をリカレント教育拠点として，KOSEN

型産学連携インフラメンテナンス人材育成システムを構築する．連携高専は，リカレント教育拠点

としての体制・学修環境の整備を行い，舞鶴高専ｉＭｅｃから連携高専に対してアクティブ・ラー

ニングの教材として実物劣化部材等を提供する。 

実務家教員育成研修プログラム（必要に応じ，研修プログラムと略す）の開発は，コンソーシア

ムの実務家教員育成研修プログラム開発部会において実施するが，舞鶴高専がこの部会の中心とな

り，連携高専と放送大学学園が共同開発として参画する。このうち，放送大学学園は，主に教育・

研究者としての教養の養成に係るオンライン講座を構築し，受講者に提供する。開発した研修プロ

グラムは，舞鶴高専において実施し，リカレント教育プログラムの講師となる実務家教員を育成す

る。 

リカレント教育プログラム（必要に応じ，教育プログラムと略す）の開発は，コンソーシアムの

リカレント教育プログラム開発部会において実施するが，舞鶴高専がこの部会の中心となり，連携

高専は共同開発として参画する。開発したリカレント教育プログラムは，まず，舞鶴高専で実証講

座として実施・検証した上で，連携高専に展開する。連携高専は，舞鶴高専での実証講座を支援す

るとともに，自校での実証講座実施に向けた準備を進め，次いで，連携高専がそれぞれ自校で実証

講座を実施する。舞鶴高専は，各校に講師となる実務家教員を派遣して実証講座を支援するととも

に，実務家教員の授業等を評価する。 

また，舞鶴高専は，リカレント教育中核拠点として，実務家教員育成研修プログラム及びリカレ

ント教育プログラムの受講者情報や学修履歴，実務家教員の指導実績等を集約的に記録・管理し，

学修履歴証明や指導実績証明を発行するためのシステムを構築する。 

上記も含め，申請代表校と連携校の具体的な役割分担は次のとおりである。 

①申請代表校（舞鶴高専） 

・リカレント教育中核拠点としての体制・環境整備 

・リカレント教育プログラムの開発・実施 

・ｅラーニングシステムの開発・運用・管理 

・実務家教員育成研修プログラムの開発・実施 

・リカレント教育プログラム受講者の技術資格認定 

・新規技術資格創設と国土交通省登録資格への登録申請 

・学修履歴と指導実績の記録・管理・証明（システムの開発を含む） 

・職業実践力育成プログラム（ＢＰ）の認定申請 

・リカレント教育拠点への実務家教員の派遣 

・リカレント教育拠点への教育コンテンツの提供（ｅラーニングシステムを含む） 

②連携校（福島高専，福井高専，長岡高専，香川高専） 

・リカレント教育拠点としての体制・環境整備 

・実務家教員育成研修プログラムとリカレント教育プログラムの共同開発 

・実務家教員を講師として活用するリカレント教育プログラムの実施 

③連携校（放送大学学園） 

・研修プログラム構成講座「教育・研究者の教養講座」の作成・提供 

・AI,IoT,ICTの基礎的な知識を修得するｅラーニングコンテンツの作成・提供 
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なお，協力校として参画する長岡技術科学大学は，リカレント教育プログラムを修了した社会人

の修士課程受入れを推進し，特に，高専卒（准学士）の技術者については，修士課程への社会人入

学一般試験における出願資格審査を省略する等の積極的な支援を検討する。 

 

（２）企業等との連携 

本事業における連携構築に向けた企業等との対話を通じ，申請の背景にあるインフラメンテナン

スに関する現状や問題・課題認識の共有度は極めて高く，今後を担うインフラメンテナンス人材育

成のためのリカレント教育の重要性は，各連携企業の現場職員から経営層まで深く共感されている

ことが明らかとなった。各連携企業からは，本事業におけるコンソーシアムの形成，教育プログラ

ムや研修プログラムの開発・実施等について，業務多忙・人員不足の現状を押して，積極的に参画

する意向が示されている。 

連携企業は，コンソーシアム合同会議に委員として参加し，事業全体の推進に関わるとともに，

コンソーシアム合同会議の下に設置する各部会に所属し，リカレント教育プログラムの開発，実務

家教員育成研修プログラムの開発，及び，人材育成システム設計に参画する。実証講座等の実施に

おいては，実務家教員候補やリカレント教育プログラム受講者を派遣する他，会議室や現場実習場

所の提供等の協力を行う。 

また，連携企業において，本事業を担う舞鶴高専及び連携高専の特任教員等を社内研修や社会人

インターン等として一定期間受入れ，現場の技術力や実課題，実務内容に直に触れる機会を設ける

など，より実践的で魅力ある教育プログラムや研修プログラムの開発に繋げるための取組みを行う。 

更に，本事業では，リカレント教育の受講者や講師（実務家教員）について，学修履歴や指導実

績等をシステム上で記録・管理し，証明書を発行する仕組みを構築する。連携企業は，これを社内

技術開発目標のエビデンスの一つに設定したり，人事評価の一部に反映する等，リカレント教育活

動への参加を促す環境整備に取組む。 

連携企業の主な構成企業の具体的な協力内容を，表１．１に示す。 
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表１．１ 各連携企業の具体的な協力内容 

主な連携企業名 具体的な協力内容 

(一社)近畿建設協会 ・コンソーシアム及び各部会への参画 

・教育プログラム／研修プログラムの共同開発 

・教育プログラム受講者（若手職員等）の派遣 

・実務家教員候補（研修プログラム受講者）の紹介 

（シビル・ベテランズ＆ボランティアズ（CVV）等） 

・研修・会議等への開催場所（会議室）の提供 

・リカレント教育活動の学修履歴や指導実績等の活用 

西日本高速道路株式会社 ・コンソーシアム及び各部会への参画 

・教育プログラム／研修プログラムの共同開発 

・実務家教員候補（研修プログラム受講者）の派遣 

・特任教員等への研修実施（茨木技術研修センター） 

・リカレント教育活動の指導実績等の活用 

(一社)建設コンサルタンツ協会 

近畿支部 

   

 

・コンソーシアム及び各部会への参画 

・教育プログラム／研修プログラムの共同開発 

・教育プログラム受講者（若手社員等）の派遣 

・実務家教員候補（研修プログラム受講者）の派遣 

・特任教員等の社会人インターン等での受入れ検討 

・リカレント教育活動の学修履歴や指導実績等の活用 

 

（３）地域との連携 

インフラメンテンナンス人材育成において，地域のインフラの維持管理を担う地方自治体や建設

業界との連携は欠かせない。本事業では，京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会（メンテ協

議会）と連携し，地域における課題やインフラ維持管理に関する工事・業務等の発注者サイドのニ

ーズを抽出し，コンソーシアム合同会議で共有することで，研修プログラムや教育プログラムの開

発に反映する。また，教育プログラムの実施にあたり，地方自治体職員のメンテナンス技術力向上

のために若手技術職員を中心に受講者を積極的に派遣する他,現場実習フィールドの提供等を行う。

メンテ協議会の構成は次のとおり。 

 

京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会 

会 長：舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター長 

副会長：京都府中丹広域振興局建設部長，舞鶴市建設部長 

会 員：京都府丹後広域振興局建設部長 

福知山市建設交通部長，綾部市建設部長，宮津市建設部長，京丹後市建設部長， 

与謝野長建設課長，伊根町地域整備課長 

    （一財）京都技術サポートセンター土木課長 

    （一社）京都府測量設計業協会会長 

    宮津建設業協会会員 
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１．２．３ リカレント教育プログラムの開発・実施 

本事業において，橋梁メンテナンスに関するリカレント教育プログラムとして，『橋梁メンテナン

ス技術者育成のためのステップアップ型教育プログラム』を開発・実施する。開発においては，ｉ

Ｍｅｃでの実績がある橋梁点検技術者育成講座等の教育コンテンツを活用し，これを充実，発展，

体系化することで効率化を図り，教育プログラムの熟度を高める。  

 

（１）リカレント教育プログラムの目的と特徴 

本事業で開発する教育プログラムは，アクティブ・ラーニングをふんだんに取り入れたカリキュ

ラムにより，橋梁メンテナンスに必要な ICTスキル，及び，橋梁の点検及び診断に必要な知識及び

技術を，効率的かつ効果的に修得することを目的とする。また，この教育プログラムに対応する新

規技術資格として『橋梁診断技術者』を創設し，リカレント教育による学びとキャリア向上の好循

環に繋げることを目的とする。 

本事業で開発する教育プログラムは，技術レベルや学修テーマが異なる複数の講座で構成し，各

講座は，ｅラーニングと超短期の講習会（最長３日間）からなる独立した講座とすることで，現場

での職務を続けながら，段階的かつ体系的に橋梁メンテナンスに必要なスキルを修得できる点に特

徴がある。体系図を図１．２に，ステップアップ型イメージを図１．３に示す。 

 

 

 

図１．２ リカレント教育プログラムの体系図 
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図１．３ ステップアップ型教育プログラムのイメージ図 

 

（２）リカレント教育プログラムの開発方針と流れ 

教育プログラムの開発は，コンソーシアム合同会議に設置するリカレント教育プログラム開発部

会において，産学プラス地域連携により行う。 

教育プログラムは，次の９つの講座で構成する。 

 

リカレント教育プログラムの構成講座 ※は橋梁診断技術者認定講座の事前受講講座 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【橋梁診断】（橋梁診断技術者認定講座） 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【応用編（橋梁点検）】（橋梁点検技術者認定講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【基礎編（橋梁点検）】（准橋梁点検技術者認定講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【導入編（橋梁点検）】 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【橋梁長寿命化対策】（専門特修講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】（専門特修講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【施工技術と施工管理】（専門特修講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【建設ＩＣＴ】（専門特修講座）※ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【コンクリート施工実習】（専門特修講座） 

 

既存教育コンテンツのうち，橋梁点検に関する技術者育成講座（導入編，基礎編，応用編とコン

クリート施工実習講座については，原則そのままの形で講座として組み込み，その他の講座は，リ

カレント教育プログラムの開発に合わせて再編し，新たな講座として構築する。 

リカレント教育プログラムの開発と，これに対応する技術資格の創設・運用の流れを，図１．４

に示す。 
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図１．４ リカレント教育プログラム開発と技術資格の創設・運用の流れ 

 

１．２．４ 実務家教員育成研修プログラムの開発・実施 

本事業において，橋梁メンテナンスに関するリカレント教育プログラム『橋梁メンテナンス技術

者育成のためのステップアップ型教育プログラム』を構成する各講座の講師となる実務家教員を育

成するための研修プログラム『橋梁メンテナンスに関する実務家教員育成研修プログラム』を開発・

実施する。開発においては，カリキュラムに舞鶴高専の本科・専攻科の教育課程を活用したプレゼ

ンテーションや模擬授業を組み込む他，ｉＭｅｃの准橋梁点検技術者育成講座“ｅ＋ｉＭｅｃ講習

会【基礎編（橋梁点検）】”での教育補助実習，実証講座での教育実習の学修時間の割合を高める等，

自ら講座を設計・指導するための実践力養成に重点を置く。  

 

（１）研修プログラムの目的と特徴 

本事業で開発する研修プログラムは，高専のスケールメリットを活かして橋梁メンテナンスに関

するリカレント教育を全国展開するにあたり，『橋梁メンテナンス技術者育成のためのステップアッ

プ型教育プログラム』を構成する各講座の講師となる実務家教員を育成することを目的とする。ま

た，この研修プログラムの受講を通じ，現役バリバリの実務家には，マネジメントクラスへの登用

やキャリア転換の機会を，職歴を重ねたベテラン層の実務家には，技術継承や社会貢献の機会を創

出することを目的とする。 

本事業で開発する研修プログラムは，学修テーマ毎の複数の講座と教育実習で構成する。各講座

では，ｅラーニングの積極的活用により講習会での座学を短縮し，アクティブ・ラーニングを充実

させるとともに，各講習会日程を短期間（講座では原則１日間，教育実習では最長３日間）に抑え

ることで，職務と学びの両立について可能な限り配慮している点に特徴がある。 
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（２）実務家教員の定義 

本事業で育成する実務家教員について，次のとおり定義する。 

 ＜実務家教員の定義＞ 

橋梁メンテナンスに関する高度な実務能力を有するとともに，自らの実務経験が体系化・構造化

されており，リカレント教育プログラム『橋梁メンテナンス技術者育成のためのステップアップ

型教育プログラム』を構成する各講座の講師として必要な能力（学修設計能力，学修指導能力，

学修評価能力）を有するとともに，教育・研究者としての教養と能力を兼ね備えた人材。 

 

 

（３）研修プログラムの受講資格 

リカレント教育プログラムは，橋梁点検・診断に関する技術資格認定講座と，専門分野を重点的

に学ぶ専門特修講座から構成されることから，各講座の講師に求められる技術や能力，経験等を考

慮し，受講資格を以下のとおり設定する。 

 

実務家教員育成研修プログラムの受講資格 

 次のいずれかに該当すること． 

・技術士（建設部門）に相当する資格を有し，橋梁の点検又は診断業務において管理技術者の業

務実績を有すること。 

・各専門分野における技術士に相当する資格を有し，専門特修講座の学修内容に直接関連する調

査・業務・工事等において主任技術者以上の業務実績を有すること。 

 

（４）研修プログラムの開発方針と流れ 

研修プログラムの開発は，コンソーシアム合同会議に設置する実務家教員育成研修プログラム開

発部会において，産学連携により行う。 

研修プログラムの構成講座・実習と開発担当機関について，表１．２に示す。 

また，研修プログラムの開発の流れについて，図１．５に示す。 

 

表１．２ 研修プログラムの構成講座・実習と開発担当機関 

講座・実習名称 開発担当機関 

教育・研修者の教養講座 放送大学学園 

知識と実務経験の棚卸講座 舞鶴高専 

連携高専（福島高専，長岡高専，福井高専，香川高専） 

連携企業 

長岡技術科学大学（協力大学） 

学修設計能力養成講座 

学修指導能力養成講座 

学修評価能力養成講座 

ｉＭｅｃ講習会教育補助実習 舞鶴高専 

連携高専（福島高専，長岡高専，福井高専，香川高専） 実証講座教育実習 
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図１．５ 研修プログラムの開発の流れ 

 

（５）研修プログラムのシラバス 

研修プログラムのシラバスに記載する内容について，以下に示す。 

 

・到達目標，学修内容，教育方法，学修時間 

研修プログラムを構成する各講座の到達目標，学修内容，教育方法（ｅラーニング，講義，ワー

ク（グループワーク・ワークショップ），実習・演習），及び，学修時間を，表１．３に示す。なお，

全ての講座毎の到達目標に到達することをもって，研修プログラムを通じて育成する人材像に到達

したとみなす。 

 

表１．３ 研修プログラムの各講座の到達目標，学修内容，教育方法，学修時間 
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・研修プログラムの修了要件 

研修プログラムの修了要件を，次のとおり設定する。 

 

実務家教員育成研修プログラムの修了要件 

次の①②③の全てを満足すること。 

① 全てのｅラーニング講座を受講し，チェックテストを全てクリアすること。 

② 全ての講習会（講義，ワーク，実習・演習）を受講し，提出物を全て提出すること。 

③ 実証講座の評価（受講者による評価平均と講師評価）が到達目標に達していること。 

 

 

・研修プログラムの修了評価 

研修プログラムを通して身についた知識・技術・技能等については，育成する人材像を評価項目

とするルーブリックにより評価する。また，受講者にポートフォリオを作成し，学修効果の可視化

するとともに，学修到達度を含めた学修履歴証明を発行する。 
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・研修プログラムの年間スケジュール 

研修プログラムの年間スケジュールを図

１．６に示す。 

研修プログラム受講者は年度毎に募集し，

4 月中に受講者を決定・通知し，受講案内

を送付する。 

研修期間は，ｅラーニングのみの期間も

含め概ね6カ月とする。 

ｅラーニングは，研修期間を通じて常に

受講可能とするが，各講座に対応するｅラ

ーニングコースの集中学修期間（各講習会

前の３週間）を設け，この期間内に修了す

ることを講座の受講要件とする。講習会は

計8回開催し，各講習会の日数は 1日間～3

日間で設定する。 

講習会終了後の概ね 1カ月間で研修プロ

グラムの修了評価を行い，学修履歴証明を

発行する。 

研修プログラムの評価は，まず，リカレ

ント教育推進委員会による内部評価を行い，

その後，社会基盤メンテナンス技術レベル

検討委員会による外部評価を行い，研修プ

ログラムの改善に繋げる。 

評価結果を含めて当該年度の研修プログ

ラムの成果をとりまとめ，ＲＥＩＭ産学連

携コンソーシアム合同会議へ報告するとと

もに，次年度実施計画を策定する。 

なお，実務家教員研修プログラムの受講

者選定，運営，評価，成果とりまとめ，実

施計画案作成は，リカレント推進委員会に

おいて行う。 
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１．２．５ 実施環境の整備と運営体制の構築 

舞鶴高専ｉＭｅｃにリカレント教育中核拠点としての実施環境を追加整備・拡充するとともに，

各連携高専にもｉＭｅｃを整備し，リカレント教育拠点としての実施環境を整備する。また，教育

／研修プログラムの開発・実施，及び，人材育成システムの構築・運用に必要となる専任教員と事

務スタッフを各拠点に配置し，運営体制を構築する。具体的な整備内容と各拠点で実施する内容を

表１．４，各拠点に配置する専任教員及び事務スタッフの人数を表１．５，実習環境の整備イメー

ジを写真１．１，舞鶴高専ｉＭｅｃの概要を図１．７に示す。 

 

表１．４ 各拠点における実施環境の整備内容 

対象 整備内容 舞鶴高専（中核拠点） 連携高専（拠点） 

施設 講義棟 ―（整備済み） 学校施設を利用 

事務室 学校施設を利用 学校施設を利用 

屋外実習棟 ―（整備済み） 整備 

実物劣化部材実習フィールド ―（整備済み） 学校施設を利用 

ｅラーニングシステム 再整備（容量拡大のため） ―（中核拠点のみ） 

備品 什器・事務機器類 追加整備（増員のため） 整備 

非破壊検査等機器類 追加整備（プログラム開発のため） 整備 

現場実習装備類 追加整備（受講者増のため） 整備 

ｉＰａｄ，ＭａｃＢｏｏｋ ―（整備済み） 整備 

教材 実物劣化部材 搬出 運搬・設置 

初期欠陥・損傷サンプル ―（整備済み） 整備 

鉄筋探査用サンプル 追加整備（必要教材の追加） 整備 

 

表１．５ 各拠点に配置する専任教員及び事務補佐員の人数 

配置校【拠点】 専任教員 事務スタッフ 

舞鶴高専（ｉＭｅｃ） 

【リカレント教育中核拠点】 

特命准教授：1名 

特命助教：1名 

事務補佐員：3名 

連携高専（福島，長岡，福井，香川高専） 

【リカレント教育拠点】 

特命助教：各1名 事務補佐員：各1名 

合計 

（本事業で配置する専任教員及び事務スタッフの人数） 

特命准教授：１名 

特命助教：５名 

事務補佐員：７名 

 

        写真１．１ 整備イメージ（舞鶴高専ｉＭｅｃの整備例） 
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図１．７ 舞鶴高専ｉＭｅｃの概要 
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１．３ 普及策及びファカルティ・ディベロップメント 

（１）リカレント教育プログラムの普及策 

本事業で開発したリカレント教育プログラムは，高専のスケールメリットを活かし，段階的に全

国へ普及し，舞鶴高専ｉＭｅｃはリカレント教育中核拠点としてこれを支援する。 

普及の第一段階として，本事業では，連携高専（福島高専，長岡高専，福井高専，香川高専）に

おいてリカレント教育拠点の整備と実施体制の整備を行う。舞鶴高専は，各連携高専に実物劣化部

材を提供する他，初期欠陥サンプル等の製作を支援する。ｅラーニング教材については，ＬＭＳに

より全学で共有し，舞鶴高専ｉＭｅｃがＬＭＳの管理者となって連携高専を支援する。各連携高専

は，2022年度からのリカレント教育プログラム自校開催すに向け，連携高専のスタッフは，実際に

舞鶴高専のｅ＋ｉＭｅｃ講習会の実施・運営に参加し，講習会の進め方，ＬＭＳの操作方法，学修

到達度試験実施方法等のノウハウを修得するための研修を行う。なお，2022年度は実証講座として

開催し，2023年度に本講座を開設する。 

第二段階として，橋の老朽化対策研究会や高専研究ネットワーク等の所属高専へ，第三段階とし

て，建設系学科のある高専（全国35高専）へとリカレント拠点整備を展開し，最終的には，全国で

各地域の高専が核となり，インフラメンテナンスのリカレント教育を実施することを目指している。 

 

（２）実務家教員育成研修プログラムの普及策 

本事業で開発した研修プログラムは，リカレント教育中核拠点において，橋梁メンテナンスに関

するリカレント教育プログラムの講師の育成を目的とするものであり，分野汎用的なものではない。

しかし，研修プログラムの詳細なシラバス（全体＋コマシラバス），学修内容に対する指導・教育方

法，成績評価基準等をまとめたレポートを作成する他，講習会の様子を動画として記録することは，

インフラメンテナンス分野の実務家教員育成講座の普及の一助となると考えており，建設技術展，

フォーラム，学会誌・論文等において，本事業の成果を積極的に発信していく。 

 

（３）ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）の実施 

本事業で開発した教育／研修プログラムは，アクティブ・ラーニングやＰＢＬをふんだんに取り

入れ，実践力の養成に重点をおいたものであり，高専本科課程教育におけるＰＢＬ等の実践教育推

進において，大いに参考となる。このため，舞鶴高専及び連携高専において，既存の学内教員によ

る e＋ｉＭｅｃ講習会の参観を定期的に開催する他，全国高専フォーラム等において，研修プログ

ラムの一部を体験するセッションを実施する等，高専教員の実践教育の指導力養成に努める。 
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１．４ アウトプットとアウトカムの設定 

本事業のアウトプット指標を以下のとおり設定し，各年度の数値目標を表１．６～１．８に示す。 

＜リカレント教育プログラム（中核施設＋連携高専）＞ 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会の開催回数及び受講・修了者数 

・技術資格登録者数 

＜実務家教員育成研修プログラム（中核施設のみ）＞ 

・研修プログラムの受講者数及び修了者数 

・育成した実務家教員による指導講座数 

 

表１．６ ｅ＋ｉＭｅｃ講習会（リカレント教育プログラム）の開催回数，受講者・修了者数 

e+iMec講座名 ［人］ 2019 2020 2021 2022 2023 合計 

導入編 

（橋梁点検） 

開催回数 1 1 1 1 1 5 

受講・修了者数 20 20 20 20 20 100 

基礎編 

（橋梁点検） 

開催回数 11 10 10 12 12 55 

受講・修了者数 110 100 100 120 120 550 

応用編 

（橋梁点検） 

開催回数 2 2 2 2 2 10 

受講・修了者数 20 20 20 20 20 100 

橋梁診断 開催回数 - - 1 1 1 3 

受講・修了者数 - - 10 10 10 30 

橋梁長寿命化 

対策 

開催回数 - - 2 2 2 10 

受講・修了者数 - - 20 20 20 60 

構造物の 

詳細調査 

開催回数 - 2 2 2 2 8 

受講・修了者数 - 20 20 20 20 80 

施工技術と 

施工管理 

開催回数 - 2 2 2 2 8 

受講・修了者数 - 20 20 20 20 80 

建設ＩＣＴ 開催回数 - - 2 2 2 6 

受講・修了者数 - - 20 20 20 60 

コンクリート 

施工実習 

開催回数 1 1 1 1 1 5 

受講・修了者数 12 12 12 12 12 60 

 

表１．７ 技術資格登録者数（単位：人） 

e+iMec講座名 2018迄 2019 2020 2021 2022 2023 合計 

准橋梁点検技術者 269 66 60 60 72 72 599 

橋梁点検技術者 17 10 10 10 10 10 67 

橋梁点検技術者 - - - 8 8 8 24 

登録者計 286 76 70 78 90 90 690 
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表１．８ 研修プログラムの開催回数，受講者・修了者数，派遣・活用した実務家教員数 

e+iMec講座名 ［人］ 2019 2020 2021 2022 2023 合計 

実務家教員育成研

修プログラム 

開催回数 - - 10 10 10 30 

受講・修了者数 - - 10 10 10 30 

派遣・活用した実務家教員累計  - - - 20 40 60 

 

１．５ 評価体制 

（１）受講者による評価の実施 

リカレント教育プログラムについては，ｅ＋ｉＭｅｃ講習会の最後に受講者アンケートを実施し，

ｅラーニングと講習会について評価を行う。アンケート結果は，開催回毎に集計し，逐次改善を行

う他，年度単位で集計・分析し，次年度の実施計画策定において反映する。 

実務家教員育成研修プログラムについては，１．２．３（５）の・研修プログラムの修了要件に

示すように，実証講座教育実習に対する受講者の評価平均値が到達目標に達していることを，研修

プログラムの修了要件の一つとしている。また，リカレント教育プログラムと同様に，受講者アン

ケートによる評価も実施する。 

 

（２）外部評価等の実施 

本事業における外部評価は，従前から舞鶴高専ｉＭｅｃの活動に係る技術評価や技術資格審査等

を実施している社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会において行う。 

社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会（レベル委員会）の構成員は次のとおり。 

 

社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会の構成員 

委員長 ：（国研）土木研究所構造物メンテナンス研究センター 

橋梁構造研究グループ 上席研究員 

副委員長：国土交通省近畿地方整備局道路部道路保全企画官 

委員  ：京都府中丹広域振興局建設部長 

          舞鶴市 建設部長 

         （一財）京都技術サポートセンター 理事長 

         （一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会関西支部保全部会保全委員 

         （一社）日本橋梁建設協会 技術顧問 

         （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 会員 

         京都大学経営管理大学院 教授 

         舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 

         舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 講師 

 

リカレント教育プログラムの開発においては，１．２．３（２）の図１．４に示すように，開発

方針段階と構築段階において，レベル委員会で技術評価を行う。 

実務家教員育成研修プログラムの開発においては，１．２．４（４）の図１．５に示すように，

開発方針段階と構築段階において，レベル委員会において技術評価を行う。また，１．２．４（５）
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の・研修プログラム年間スケジュールの図１．６にも示すように，各年度の研修プログラム実施後，

まず，リカレント教育推進委員会において内部評価を行い，その後，レベル委員会において外部評

価を行い，これらの結果を反映して改善を行う。 

本事業の当該年度実施内容と次年度実施計画については，各年度末に，レベル委員会において外

部評価を行う。 

 

１．６ 申請代表校の学内の実施体制 

校長の諮問組織として「運営委員会」があり，学校の重要案件はこの委員会で審議・決定される。

その委員会メンバーには「地域共同テクノセンター」も参画しており，その内部組織である「社会

基盤メンテナンス教育センター（ｉＭｅｃ）」内に，今回新たに「リカレント教育推進委員会（仮称）」

を設置する。リカレント推進委員会での活動内容等については，先に述べた運営委員会にも報告し

助言や助力を受けるなど，学校全体として取り組める体制ができると考える。また，本事業の事務

は，総務課長の指揮により総務課で執り行う。 

なお，ｉＭｅｃにおいては，従前から橋梁を中心とするインフラメンテナンス技術者育成活動を

実施しており，本事業においても，地域におけるニーズ抽出・施策推進において協働する産学官連

携組織「京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会」と連携するとともに，外部の有識者・専門

家等による技術評価及び技術資格認定審査等を行う第三者組織「社会基盤メンテナンス技術レベル

検討委員」を外部評価体制として，本事業を推進する。 

学内の実施体制図を，図１．８に示す。 

 

 

図１．８ 学内の実施体制図 
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１．７ 補助事業の実施計画 
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１．８ 補助事業終了後の継続性 

・補助事業終了後の実施体制 

本事業で雇用する特命教員及び事務補佐員については，補助事業期間終了後も継続雇用とし，中

核拠点及び各連携拠点において，リカレント教育プログラムを実施・運営する。 

本事業終了後のリカレント教育事業の継続性確保のため，構築した人材育成システムをバックア

ップする組織（公益法人等）の創設を目指す。中核拠点及び各連携拠点におけるリカレント教育プ

ログラムを実施・運営に係る経費のうち，受講料収入で賄えない経費を補填する等，この組織が後

ろ盾となり，ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアムの企業・団体からの協賛や，地元の企業・業界団体

等から供託金の寄託を受け，各地域の高専が核となるインフラメンテナンス人材育成事業を推進す

る。  

・教育プログラムの実施計画 

リカレント教育プログラムは，表１．９の年間実施計画に基づき開催する。 

連携企業や地方自治体の新入社員や若手技術者向けの研修プログラムや，地域の業界団体等が主

催する技術研修等と連携し，恒常的に受講者を受入れることで，受講料収入を確保し，運営費に占

める自己資金の割合を高める努力をする。 

また，リカレント教育プログラムのうち，橋梁点検技術者（技術資格）の取得後，更に上の橋梁

診断技術者（技術資格）の取得を目指す際に受講が必要となる下記の講座群（表１．９の青色網掛

け）について，“橋梁診断技術者育成プログラム”として職業実践力育成プログラム（ＢＰ）の認定

を目指し，教育訓練給付金や人材開発助成金等を活用した受講促進に努める。 

 

表１．９ リカレント教育プログラム年間実施計画

 

・実務家教育育成研修プログラムの実施計画 

実務家教員育成研修プログラムは，１．２．４（５）の研修プログラムの年間スケジュールに基

づき，毎年度１回開催し，リカレント教育プログラムの全国展開に向け，継続的に実務家教員を育

成する。 

実務家教員育成研修プログラムは，事業期間中に文部科学省の短時間（60時間以上120時間未満）

で構成される職業実践力育成プログラム（ＢＰ）としての認定を目指し，受講のインセンティブを

高めるとともに，教育訓練給付金や人材開発助成金等の活用により受講者負担を軽減する。  

 

受講料 最大定員 年間開催数 受講料収入 年間開催数 受講料収入

e-learning 講習会 （円） (人） （回） (円） （回） （円）

橋梁点検（導入編） 3 5 20,000 20 1 400,000 1 400,000

橋梁点検（基礎編） 9 12 40,000 10 12 4,800,000 10 4,000,000

橋梁点検（応用編） 3 18 60,000 10 2 1,200,000 1 600,000

橋梁診断 5 13 60,000 10 1 600,000 0 0

橋梁長寿命化対策 7 13 40,000 10 2 800,000 1 400,000

構造物の詳細調査 4 8 30,000 10 2 600,000 0 0

施工技術と施工管理 3 7 25,000 10 2 500,000 1 250,000

建設ＩＣＴ 3 7 20,000 20 2 800,000 1 400,000

コンクリート施工実習 3 18 60,000 12 2 1,440,000 1 720,000

26 11,140,000 16 6,770,000

学修時間（時間）
ｅ＋iMec講習会

年間開催数・受講料収入　合計

舞鶴高専iMec 連携高専
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第２章 事業運営体制の構築 

２．１ 専任教職員の配置 

５高専において，表２．１のとおり本事業専任教職員を採用・配置した。 

 

表２．１ 各高専への専任教職員の配置 

 

 

 

２．２ リカレント教育推進委員会の設置 

舞鶴高専社会基盤メンテナンス教育センター内に，本事業を主導・先導するリカレント教育推

進委員会を設置した。リカレント教育推進委員会の開催要領，及び，委員会を構成する顧問及び

委員一覧を次項に示す。 
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２．３ 専任教員等研修会 
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文部科学省補助事業『KOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築』 

専任教員等研修会ガイダンス 

 

＜実施概要＞ 

目 的：高専REIM事業における目的の共有とチームビルディング 

日 程：令和２年１月２４日（金）１３時～２８日（火）１５時（５日間） 

場 所：舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター 

対 象：高専REIM事業の専任教員及び事務補佐員 

参加者：長岡高専 助教 白井一義 

    福井高専 特命助教 宮川清剛 

    舞鶴高専 特命准教授 嶋田知子，特命助教 掛園恵 

         事務補佐員 芦田洋子，大田誠，坂谷真唯 

    香川高専 事務補佐員 松山哲也          （以上，計８名） 

 

＜カリキュラム＞ 

日程 時間 実 施 内 容 

1/24 13:00~ オリエンテーション 自己紹介，メンバー間情報共有 

14:00~ 事業目的と専任教職員の役割 事業期間５ヵ年の実施計画等 

14:30~ 実施環境整備 進捗確認，教材運搬等最終調整 

15:00~ 実物劣化部材展示パネル製作 下葉山橋（RC桁橋） 

16:30~ 講習会のオペレーション 基礎編（橋梁点検） 

1/25 9:30~ ｅ＋ｉＭｅｃ講習会の受講 

【基礎編（橋梁点検）】 

別添カリキュラム参照 

1/26 9:00~ 

1/27 
9:00~ 

リカレント教育プログラム検討 

→ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【橋梁長寿

命化】（専門特修コース）のカ

リキュラム案を作成 

既存コンテンツ・資料等の整理 

カリキュラム骨子の検討 

13:00~ カリキュラム案作成 

（ｅラーニング＋講習会） 1/28 9:00~ 

13:00~ カリキュラム案検討会 

14:30~ 修了式 修了証授与等 

 ※講習会以外は，適宜休憩・昼食等をとってください。 

 

 

 

Dr. MAMORUN 

 

 

 

チームとは，一丸となって目指す目的や目標またはゴールがあり，その

達成に向かって各メンバーが主体的に役割を果たしながら 

互いに協力し合って活動している状態の組織。 
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（別添１） 

令和２年１月１４日 

ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【基礎編（橋梁点検）】受講のご案内 

 

ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【基礎編（橋梁点検）】受講にあたり下記及び別添のとおりご案内いた

しますので、ご一読の上ご受講ください。 

なお、ご不明な点等がございましたら下記の問合せ先までご連絡ください。 

記 

１． ｅ + ｉＭｅｃ講習会【基礎編（橋梁点検）】カリキュラム 

 ＊事前学修として、ｅラーニングの全講座を受講・修了した上で、講習会の全日程にご参加

ください。 

＊講習会は２日間です。 

＊講習会修了後に学修到達度確認試験を実施します。 

 

《ｅ + ｉＭｅｃ講習会【基礎編（橋梁点検）】カリキュラム》 
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２．ｅラーニング（事前学修） 

□ 受講期間 ２０２０年１月１４日（火）～  

□ 受講コース ｅラーニング基礎編【橋梁点検】Ver.2.0 （１講座約６０分×９講座） 

□ 受講者情報 ログインＩＤと仮パスワードにつきましては， 

別途ご連絡させていただきます。 

□ 受講方法 ①ｅラーニングシステム (https://imec-lms.jp) にアクセス 

②ログインＩＤと仮パスワードを入力してログイン 

③パスワードを変更（セキュリティ保護のため必須） 

④各講座を受講してチェックテストを受験（全問正解まで） 

⑤全講座修了後に修了証を印刷 

※ｅラーニングシステムの使い方は別添１「smartFORCE簡易版マニュ

アル」を参照してください。 

※ｅラーニングシステムは受講期間終了後も引続き利用できます。 

※お問い合わせは電話（平日９時～１５時）またはメールにてに受け

付けております。 

 

３． 講習会 

□ 内 容 e＋iMec講習会【基礎編（橋梁点検）】カリキュラム 

□ 日 時 ＜１日目＞ ２０２０年１月２５日（土）９：３０～１８：００ 

＜２日目＞ ２０２０年１月２６日（日）９：００～１６：００ 

□ 場 所 舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター 

及び舞鶴市内橋梁現場 

□ 持ち物 ｅラーニング修了証、筆記用具、デジカメ等（現場実習や劣化教材等

の撮影用（無ければ貸出可能）） 

□ 服 装 作業服（もしくは作業ができる私服） 

※ヘルメット、長靴はこちらで用意しますので， 

１月１６日（木）までに長靴のサイズをご連絡ください。 

□ 自己ＰＲシート 講習会では、ガイダンスの際に受講者間の交流を行います。つきまし

ては、別添２「自己ＰＲシート」を作成いただき、データを１月 

２０日（月）までにメールにてお送りください。 

以上 

【お問合せ先】  

リカレント教育推進委員会事務局 

舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター内 

〒625-8511 京都府舞鶴市字白屋234 

電話：0773-62-8877（直通） 

E-mail：kosen-reim@maizuru-ct.ac.jp 
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写真 ２．１ 研修会参加者           写真 ２．２ 講習会座学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 ２．３ 実物見学・解説         写真 ２．４ 維持管理計画演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 ２．５ 詳細調査手法実習          写真 ２．６ 現場実習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 ２．７ リカレント教育プログラム検討     写真 ２．８ 修了証書授与 
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第３章 リカレント教育拠点の実施環境整備 

３．１ 実施環境整備計画 

リカレント教育拠点の実施環境整備計画を表３．１に，実習フィールドの実物劣化教材の配置先

を表３．２に示す。また，実習フィールドに配置した実物劣化教材および詳細調査機器を図３．１

～３．５に示す。 

 

表３．１ リカレント教育拠点の実施環境整備計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実物劣化部材実習フィールドの整備

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

福島 長岡 福井 香川 舞鶴

屋外実習棟、屋内保管庫などの整備

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

福島 長岡 福井 香川 舞鶴

非破壊検査機器の一括調達、４高専配置

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

福島 長岡 福井 香川 舞鶴

その他小規模教材（疲労亀裂部材、ボルト類）の整備

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

福島 長岡 福井 香川 舞鶴

運営事務室及び講義棟の整備

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

福島 長岡 福井 香川 舞鶴

初期欠陥・鉄筋探査サンプルなどの製作

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

福島 長岡 福井 香川 舞鶴

2 初期欠陥・鉄筋探査サンプルの製作 ○ ○ ○

実施担当

1 初期欠陥・鉄筋探査サンプルの製作計画を検討 ○ ○ ○ ○

○4 ４高専での配置完了 ○ ○ ○

○

3 アル骨、塩害、凍害、中性化など劣化部材入手段取り ○ ○ ○ ○

No. 教材：その他　実施事項

11月 12月 1月 2月 3月

3 ４高専での配置完了

2 備品購入 ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○

3月 実施担当

1 運営事務室及び講義棟の場所確保 ○ ○ ○ ○

No. 教材：その他　実施事項

11月 12月 1月 2月

4 ４高専での配置完了 ○ ○ ○ ○

3 ４高専へ配布
○
受入

○
受入

○
受入

2 実物教材　配布準備 ○

○
受入

○
搬出

3月 実施担当

1 室内の講習会で使用する実物教材保管場所検討 ○ ○ ○ ○

No. 教材：その他　実施事項

11月 12月 1月 2月

○

6 詳細調査機器の取り扱い説明会 ○ ○ ○ ○

5 ４高専へ納品、配置 ○ ○ ○

4 保管場所選定、整備 ○ ○ ○ ○

3 ４高専へ配置する手続きを実施 ○ ○ ○

2 入札 ○

○ ○

3月 実施担当

1 入札段取り

No. 教材：詳細調査機器　実施事項

11月 12月 1月 2月

○

4 ４高専での配置完了 ○ ○ ○ ○

3 備品購入 ○ ○ ○

2 備品保管庫などの配置場所選定 ○ ○ ○ ○

○

3月 実施担当

1 備品保管庫などの計画 ○ ○ ○ ○

No. 実施事項
11月 12月 1月 2月

○
受入

○
搬出

6 ４高専での安全対策、配置完了 ○ ○ ○ ○

5 ４高専へ輸送
○
受入

○
受入

○
受入

4 ４高専　受入準備　※整地、安全対策など ○ ○ ○ ○

3 ４高専　配置場所選定 ○ ○ ○

2 劣化部材舞鶴高専へ集積 ○

○

No. 教材；実物劣化部材　実施事項

11月 12月 1月 2月 3月 実施担当

1 運搬、安全対策に関する情報整理 ○
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表
３
．
２
 
実
習
フ
ィ
ー
ル
ド
の
実
物
劣
化
教
材
の
配
置
先
 

 

            実
物
劣
化
教
材
：
屋
外
配
置

福
島
高
専

長
岡
高
専

福
井
高
専

香
川
高
専

①
2
1
0
0
×
4
1
0
0
×
4
0
0

○

②
2
1
0
0
×
4
3
0
0
×
4
0
0

○

③
2
2
0
0
×
4
1
0
0
×
4
0
0

○

④
2
2
0
0
×
4
3
0
0
×
4
0
0

○

A
セ
ッ
ト
：
格
点
部
1
0
0
0
×
1
5
0
0
×
1
4
5
0

○
○

B
セ
ッ
ト
：
格
点
部
5
0
0
×
1
2
0
0
×
6
0
0

　
　
　
　
　
可
動
支
承
9
1
0
×
7
3
0
×
8
1
0

○
○

①
1
2
0
0
×
6
0
0
0
×
1
2
5
0

○

②
1
2
0
0
×
6
0
0
0
×
1
2
5
0

○

③
1
2
0
0
×
7
1
0
0
×
1
2
5
0

○

④
1
2
0
0
×
7
1
0
0
×
1
2
5
0

○

4
鋼
リ
ベ
ッ
ト
桁

岡
安
橋

舞
鶴
市

5
0
0
×
1
0
0
0
0
×
8
0
0

○
○

○
○

5
線
支
承

八
幡
橋

舞
鶴
市

○
○

○
○

小
規
模
実
物
教
材
：
屋
内
配
置
（
ま
た
は
物
置
な
ど
）

福
島
高
専

長
岡
高
専

福
井
高
専

香
川
高
専

1
疲
労
亀
裂
部
材

疲
労
試
験
供
試
体

関
西
大
学

2
0
2
0
年
度
配
置
予
定

○
○

○
○

2
ボ
ル
ト
類

腐
食
、
遅
れ
破
壊
等

iM
e
c
集
積
品

－
○

○
○

○

3
腐
食
し
た
鉄
筋

下
葉
山
橋
の
腐
食
鉄
筋

滋
賀
県

－
○

○
○

○

4
支
承
類

ゴ
ム
支
承
、
Ｂ
Ｐ
支
承
、
免
震
ゴ
ム
な
ど

川
金
コ
ア
テ
ッ
ク

一
部
、
2
0
2
0
年
度
配
置
予
定

○
○

○
○

そ
の
他
：
補
助
教
材

福
島
高
専

長
岡
高
専

福
井
高
専

香
川
高
専

1
舞
鶴
高
専

切
欠
き
あ
り
1
5
0
0
×
8
5
0
×
1
0
0
0

2
基

2
基

2
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図３．１ 実物劣化教材：ＲＣ床版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．２ 実物劣化教材：鋼トラス橋  
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図３．３ 実物劣化教材：ＲＣ桁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．４ 実物劣化教材：鋼リベット桁  
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図３．５ 詳細調査機器の配置 
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３．２ リカレント教育拠点の整備状況 

３．２．１ 福島工業高等専門学校 

福島工業高等専門学校（以下，福島高専）においては，リカレント教育拠点として実施環境の整

備を行ってきた。また，教育／研修プログラムの開発・実施および人材育成システムの構築・運用

に必要となる専任教員と事務スタッフを配置し運営体制を構築する計画であった。2019年度の整備

内容を表３．３に示す。 

 

表３．３ 2019年度 福島高専実施環境の整備内容 

対象 整備内容 福島高専 備考 

施設 

講義棟 未整備 2020年度整備予定 

事務室 ゼミ室を利用 2020年度整備予定 

屋外実習棟 未整備 福島 RTFと調整必要 

実物劣化教材実習フィールド 福島RTFに整備  

備品 

事務機器類 整備  

非破壊検査等機器類 整備  

現場実習装備類 整備  

教習用iPad，MacBook 整備  

教材 実物劣化教材 搬入・設置 福島 RTFに設置 

 

（１）事務室等 

福島高専においては，2019年度に図書館改修工事に伴い，図書館にあった書籍の所蔵先を空き教

室等に移す必要があった。このため，事務室等は学校施設を利用する計画であったため，2019年度

においては，事務室等を整備することできなかったことから，ゼミ室にて執務を行っている。書籍

が図書館に再所蔵された 2020年度には，事務室等を整備する計画である。 

 

（２）実物劣化教材実習フィールド 

舞鶴高専iMecから連携高専に対してアクティブ・ラーニングも教材として実物劣化教材等を提供

されるため，これらの実物劣化教材を設置するためのフィールドが必要となった。 

福島高専においては，学校内で実物劣化教材を設置可能なフィールドを検討したところ，樹木の

伐採費や仮設構台の設置等が必要なり，工事費が予算を大幅に超過することがわたった。このため，

本事業以外にも実物劣化教材を利活用されることが期待でき，以前より利活用について話をいただ

いていた「福島ロボットテストフィールド（以下，福島RTFとする）」に遠方ではあるが，実物劣化

教材を設置することとなった。 

福島RTFは，福島イノベーション・コース構想にもとづき，福島県南相馬市に整備された研究開

発拠点である。ここでは，物流，インフラ点検，大規模災害などに活用が期待される無人飛行機，

災害対応ロボット，点検用ロボットといった陸・海・空のフィールドロボットを主対象に，実際の

使用環境を再現しながら研究開発，実証試験，性能評価等を行うことができる。実物劣化教材は，

福島RTF内のインフラ・災害対応エリアに設置する。このエリアには，ロボットによるインフラ点
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検と災害対応の実証試験のための試験用橋梁，試験用トンネルが整備されているほか，福島県が撤

去されたトラス橋を展示設置されている。 

福島RTFの全体図を図３．６に示す。図３．６の右下，インフラ点検・災害対応エリア内の赤く

ハッチングした箇所に実物劣化教材を設置した。 

 

 

「福島ロボットテストフィールド ホームページより」 

図３．６ 福島ロボットテストフィールド全体図 
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（３）実物劣化教材設置状況 

 福島RTFに設置した実物劣化教材を写真３．１～３．６に示す。 

 

   

   写真３．１ 全体写真             写真３．２ RCT桁 

 

   

     写真３．３ 鋼リベット桁           写真３．４ RC床版 

 

   

    写真３．５ 鋼トラス橋格点          写真３．６ 線支承下沓 
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（４）運営体制の構築 

2019年度の福島高専における，リカレント教育運営スタッフを表３．４に示す。 

 

表３．４ 2019年度 福島高専リカレント教育運営スタッフ 

役 職 名 前 備 考 

准教授 江本 久雄  

特命助教 浅野 寛元 専任教員 
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３．２．２ 長岡工業高等専門学校 
（１）講義棟 

長岡高専の講義棟に関しては，実習フィールド用地の造成に費用を要することと，講義棟建築の

ための適地が見当たらないことから，本事業においては整備を行わず，学内の既存の講義室を兼用

することとした。なお，既存講義室の本事業への使用にあたっては，学生の授業との兼ね合いがあ

るため，平日の開催の場合は事前の調整が必要となる。 

（２）事務室 

本事業の事務室として，学内の１室（32m2）を確保し，3 月 2 日から使用を開始した。環境都市

工学科の教員室と同じ建屋内にあるため，教員間の連絡を密に取りやすい環境である。事務室には

専任教員2名の事務机，実務家教員用事務机，書架（非破壊検査機器，IT機器，講義用機器，小物

教材の収納棚と兼用），打合せスペースが配置される。なお現在は事務補佐員は総務課に席を有する

が，将来的に本事務室に移る予定である。 

 

   
 

写真３．７ 事務室内（3月9日時点） 

 

表３．５ 事務室整備のため購入した什器・機器 

項目 数量 備考 項目 数量 備考 

PC 3 デスクトップ1， 

ノート2 

机・椅子 3 教員用 2， 

事務補佐員用 1 

プリンタ 2 レーザープリンタ1 

複合機1 

書架 1 非破壊検査機器・小

物教材収納庫兼用 

ロッカー 1  ルータ 1  

注）この他に既存の什器・機器を利用している 

 

（３）実物劣化教材実習フィールド 

実習フィールドは，キャンパス内の正門から見て校舎裏手側にあたる，職員駐車場の一角の三角

形状のデッドスペースを活用して整備した。用地面積は約 350m2であり，大きく 1工区（160m2），2

工区（140m2），3工区（50m2）に区分される。今年度は既存建物に近接しない 1工区，2工区の造成

工事を行った。 

1工区は草地，2工区は切り株を含む不整地であり，そのままでは重量物を置けないため，表土を

除去して砕石路盤の施工およびアスファルト舗装の敷設を行った。今年度の劣化教材の設置は1工

区の全域と2工区の一部，計200m2程度とし，1工区に床版，RC桁，鋼桁，支承(2組4体)，および

備品庫を設置し，2 工区に鋼リベット桁および鋼トラス格点を設置した。両工区とも敷地に若干の
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傾斜があり，また重量物によるアスファルト舗装の沈下の恐れがあるため，舗装敷設前の段階で床

版，RC桁および鋼リベット桁の設置位置にコンクリート製の基礎ブロックを水平に設置した。 

図３．７ 実習フィールド位置 

 

図３．８ 実習フィールド配置図 

 

実習フィールド 

事務室 

講義室(予定) 

初期欠陥供試体(既存) 

1工区(160m2) 

2工区(140m2) 

3工区(50m2) 
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写真３．８ 1工区（着工前）        写真３．９ 2工区（着工前） 

 

劣化教材のレイアウトにあたっては，床版は裏面および水平ひび割れの入った側面を見せるため，

約2mかさ上げして外周に高さ 1.2mの足場を配置した。RC桁は断面および床版裏面が見やすい向き

に，トラス格点は元の部材の水平垂直に合わせてレイアウトした。なお実習フィールドは全体を立

ち入り禁止チェーンで囲み，立ち入り禁止看板を立てることで部外者安全対策とした。 

また，初期欠陥・鉄筋探査サンプルに関しては，既存施設を利用することとした。主に空洞の打

音検査用として製作したものであるが，本事業にも利用可能である。（写真は 3月12日時点） 

 

  
写真３．１０ 実習フィールド 1工区（１） 写真３．１１ 実習フィールド 1工区（２） 

 

  
写真３．１２ 実習フィールド ２工区    写真３．１３ 初期欠陥試験体（既存施設） 
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（４）講習会備品 

講習会用の備品として，以下のものを整備した。iPad は到達度テスト等に使用，ノート PC は講

習スライド用である。コンクリート品質管理用品は本表以外の既存の用具も活用する。 

 

表３．６ 講習会用に購入した備品 

項目 数量 備考 項目 数量 備考 

プロジェクタ 1  受講生現場装備

品 

12 ボールペン，LEDライ

ト，ヘッドライト，

安全ベスト，クラッ

クスケール，クリッ

プボード，工具落下

防止コード，腰袋，

コンベックススケー

ル，デジカメ，点検

ハンマー，打診棒，

ヘルメット，長靴 

フロアスタンド

スクリーン 

1  

ケーブル類 1式 HDMI，延長ケーブル 

備品倉庫 1 屋外倉庫 

伸縮はしご 1  

iPad 12 10.2inch 

Wifi+Cellular 

ケース付き 

PC 1 WindowsノートPC 

デジタル一眼レ

フ 

1 講習会記録用 コンクリート品

質管理用品 

1式 高周波バイブレー

タ，同インバータ，

ピカコン，スケール，

墨ツボ，大バール，

のこぎり，シノ，ハ

ッカー 

ビデオカメラ 1 講習会記録用 

その他講習会備

品 

1式 ホイッスル，レーザー

ポインタ，ワークライ

ト，伸縮コーン，キャ

リーワゴン，救急セッ

ト，腕章 

 

  
写真３．１４ 購入備品（iPad）      写真３．１５ 購入備品 

（ノートPC・プロジェクタ） 
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３．２．３ 福井工業高等専門学校 

（１）講義棟と講義室 

本校では，研修は環境都市工学科棟 1階にある構造材料実験室を予定している。環境都市工学科

棟の位置は写真３．１６の赤丸に示すように本校敷地内の奥に位置している。環境都市工学科棟を

写真３．１７に示す。環境都市工学科棟玄関を入って奥に構造材料実験室がある。実験室内には写

真３．１８に示すように机といすを配置したスペースがあり，オープンキャンパスや公開講座にも

利用している。リカレント教育の研修もこのスペースを利用する計画である。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）事務室 

写真３．１６ 福井高専の全景と環境都市工学科棟の位置 

写真３．１７ 環境都市工学科棟 写真３．１８ 構造材料実験室内 
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事務室は環境都市工学科棟2階の教員室を充てる。写真３．１９及び写真３．２０に示すように

室内には机，いす及び PC等を設置した。また，備え付けの棚には講習に必要な物品を置く。特命教

員がこの部屋を利用する。また，事業に関する打ち合わせ等もこの部屋で行う予定である。なお，

事務補佐員は本校事務部との連携を円滑に進めるため，総務課総務・地域連携係に配置することと

した。 

（３）実物劣化教材実習フィールド 

実習フィールドは環境都市工学科棟の北にある土地を使用する。令和 2年3月初旬まで写真３．

２１にあるように校内配水工事があったため，実習フィールド整地工事は 3月 10日から行い，3月

下旬に完成予定である。実習フィールド予定地は表層が軟弱であるので，アスファルト舗装を敷く。

また，敷地内にはガスタンク及びポプラの木が 3本，地下には配水パイプが 2本配管されている。

そのため，実物劣化教材の配置は図７に示すようにこれらを避けて配置することとなる。 

    

 写真３．２１ 実習フィールド予定地（3月5日） 

写真３．１９ 事務室入口 写真３．２０ 事務室内 
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（４）講習会備品 

講習会のための備品の内訳を以下に示す。 

図３．９ 劣化教材配置図 
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表３．７ 講習会用に購入した備品 

 

NO 名称 個数 備考

1 iPad ｱｯﾌﾟﾙ 　仕様　10.2ｲﾝﾁ　 Wi-Fi+Cellular 　32GB　 ｽﾍﾟｰｽｸﾞﾚｲ 12台 実習装備類

2 名入ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ 4色ひも付 R532-07 200本 実習装備類

3 腕章 ﾕﾆｯﾄ 848-40A 10個 実習装備類

4 腕章 ﾕﾆｯﾄ 366-92A 2個 実習装備類

5 ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞH ｺｸﾖ A4S ﾋﾟﾝｸ ﾖﾊ-H73NP 12枚 実習装備類

6 iPad ｱｯﾌﾟﾙ 10.2ｲﾝﾁ Wi-Fi+Cellular 32GB ｽﾍﾟｰｽｸﾞﾚｲ 12台 実習装備類 

7 iPad用強化ガラスフィルム･･サンワサプライ LCD-IPAD102G 12個 実習装備類

8 iPad用耐衝撃ケース･･サンワサプライ PDA-IPAD1617BK 12個 実習装備類

9 9LEDｱﾙﾐﾗｲﾄ 25×90 12個 実習装備類

10 ｶｰﾄﾞ型ｸﾗｯｸｽｹｰﾙ(反射防止ﾀｲﾌﾟ) 土牛 55×90 12個 実習装備類

11 ｾﾌﾃｨｺｰﾄﾞ SK-11 SSC-1S 12個 実習装備類

12 腰袋 極東産機 11-8046 12個 実習装備類

13 ﾛｯｸ付きﾜﾝﾀｯﾁﾍﾞﾙﾄ 極東産機 63-9376 12個 実習装備類

14 LEDﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ GENTOS HLP-1804 12個 実習装備類

15 安全ﾍﾞｽﾄ ｷﾀﾑﾗ産業 VSTK-50BW 12着 実習装備類

16 ﾏｸﾞｼﾞｬｹｯﾄ KOMERON KMC-31RM-5.5M 12個 実習装備類

17 点検ﾊﾝﾏｰ 土牛 01623 1/4X450 12本 実習装備類

18 にんにく玉打診棒 土牛 01449 ﾛﾝｸﾞ2000 12本 実習装備類

19 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ ﾆｺﾝ COOLPIX W150BL 12台 実習装備類

20 ﾈｯｸｽﾄﾗｯﾌﾟ ｴﾚｺﾑ DGS-009BK 12本 実習装備類

21 LEDﾗｲﾄ ﾓﾉﾀﾛｳ NLT5007A 2個 実習装備類

22 伸縮式ｺｰﾝ ﾓﾉﾀﾛｳ 420 2個 実習装備類

23 ｷｬﾘｰﾜｺﾞﾝ CAPTAIN STAG UL-1031 2台 実習装備類

24 伸縮はしご ｹｲｴｽｴｽ SN-510 2台 実習装備類

25 ﾎｲｯｽﾙ ﾄｰﾖｰｾｰﾌﾃｲ No.21 2個 実習装備類

26 プロジェクター EPSON EB-535W 1台 実習装備類

27 ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝ　13ｲﾝﾁ　MacBook　Air　ｽﾍﾟｰｽｸﾞﾚｲ　Apple　MVFH2J/A 1台 実習装備類

28 ﾚｰｻﾞｰﾎﾟｲﾝﾀｰ ｻﾝﾜｻﾌﾟﾗｲ 200-LPP026 1個 実習装備類

29 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ EOSkissX9･ﾀﾞﾌﾞﾙｽﾞｰﾑｷｯﾄ ｷｬﾉﾝ EOSKISSX9BK-WKIT 1台 実習装備類

30 ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ HCW590M-W 1台 実習装備類

31 カメラバッグ･･BROOKLYN FACTORY カメラバッグ CORE(イエロー) 1個 実習装備類

32 ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ用 ｱｸｾｻﾘｰｷｯﾄ ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ VW-ACT380-K 1セット 実習装備類

33 ﾋﾞﾃﾞｵ三脚 ﾎﾞｯｼｭ BT150 1台 実習装備類

34 SDHCﾒﾓﾘｰｶｰﾄﾞ 32GB 東芝 THN-NW32G4R8 14枚 実習装備類

35 UAV････DJI社製　Mavic 2 Pro. 1台 実習装備類

36 救急ｾｯﾄ ｱｲﾘｽｵｰﾔﾏ FAK-S 1式 実習装備類

37 教材用架台作成及び設置業務 1式 実習装備類

38 物置･･稲葉製作所ナイソーシスターKMW-216E-CB 1式 実習装備類

39 ｿﾌﾄｳｪｱ 川田ﾃｸﾉｼｽﾃﾑ V-nas ﾈｯﾄｻｰﾊﾞｰCI 1式 その他

40 Super Buid 構造計算ｿﾌﾄｳｪｱ ﾕﾆｵﾝｼｽﾃﾑ 1式 その他

41 劣化部材運搬･設置業務 1式 その他

42 教育教材展示現場整備工事 1式 その他

43 Dｺｰﾝ 赤/白 3段巻き 普通反射 8本入り 安全興業 DCRW3 3セット その他（安全対策）

44 ｺｰﾝﾊﾞｰ ﾓﾉﾀﾛｳ 20本 その他（安全対策）

45 屋外用ｻｲﾝｽﾀﾝﾄﾞ ｶﾝﾊﾞﾘ ﾕﾆｯﾄ 868-52 4個 その他（安全対策）
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３．２．４ 舞鶴工業高等専門学校 

リカレント教育拠点としての実施環境の整備状況は，下表の通りである。 

 

表３．８ 2019年度 実施環境の整備状況 

対象 整備内容 整備状況 備考 

施設 

講義棟 既存専用講義棟を利用 
 

事務室 整備済  

実習フィールド 既存実習フィールドを利用  

備品 

事務機器類 既存備品を利用  

非破壊検査等機器類 
既存備品を利用 

超音波測定機器※を整備済 

※ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物

の詳細調査】演習で使用 

現場実習装備類 既存備品を利用  

教習用 iPad 既存備品を利用  

教材 実物劣化教材 既存教材を利用  

 

（１） 講義棟と講義室 

本校では，研修はｉＭｅｃ講義棟で実施している。講義棟の位置は写真３．２２の赤丸に示すよ

うに本校敷地内の奥に位置している。ｉＭｅｃ講義棟外観を写真３．２３に示す。講義棟室内全景

を写真３．２４に，講義棟利用状況を写真３．２５に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真３．２２ 舞鶴高専の全景と           写真３．２３ 講義棟外観 

ｉＭｅｃの位置  

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３．２４ 講義棟室内全景        写真３．２５ 講義棟利用状況 
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（２）事務室 

事務室は地域共同テクノセンター2 階の一室を区切り，これに充てる。特命教員がこの部屋を利

用する。また，事業に関する打ち合わせ等もこの部屋で行う予定である。写真３．２６に事務室内

の様子を示す。 

 

写真３．２６ 事務室内 

 

（３）実物劣化教材実習フィールド 

実物劣化教材実習フィールドを写真３．２７に，実物劣化教材説明資料を図３．１０～３．１２

に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

写真３．２７ 実習フィールド 
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ＵＲＬ：http://www.maizuru-ct.ac.jp/imec/about_imec.html#imecview 

  

  

図３．１０ 実物劣化教材説明資料 
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図３．１１ 実物劣化教材説明資料 
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図３．１２ 実物劣化教材説明資料  
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（４）運営体制の構築 

 舞鶴高専ｉＭｅｃの運営体制を表３．９に示す。 

表３．９ 2019年度 リカレント教育中核拠点運営体制 

配置校【拠点】 教員 事務スタッフ 

舞鶴高専ｉＭｅｃ 

【リカレント教育中核拠点】 

教授：1名 

講師：1名 

特命准教授：1名 

特命助教：1名 

事務補佐員：6名 
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３．２．５ 香川高等専門学校 

 リカレント教育拠点としての実施環境の整備状況は，下表の通りである。 

 

表３．１０ 2019年度 実施環境の整備状況 

対象 整備内容 整備状況 備考 

施設 

講義棟 既存講義室を利用 
今後専用教室整備の検討を進

める 

事務室 整備済  

実習フィールド 整備済  

備品 

事務機器類 整備済  

非破壊検査等機器類 整備済  

現場実習装備類 整備済  

教習用 iPad 整備済  

教材 実物劣化教材 安全対策を残して整備済  

 

（１）講義棟 

リカレント教育の座学等を行う教室については，現状では既存の講義室（建設環境工学科棟3階等）を

利用するが，リカレント教育の本格運用が始まれば授業との調整等で支障が出る可能性もあるため，次

年度以降，専用教室の確保と整備を検討する。 

 

（２）事務室等 

現在の事務局は，建設環境工学科棟3階の１室を使用している。専任教員1名と事務補佐員2名の机，打

合せテーブル，PC等の事務機器類を配置している。 

 

 

 

 

 

 

 

  事務局（事務室）入口       事務室内            定例打合せ 

 

写真３．２８ 事務室 

 

表３．１１ 事務室整備のため購入した什器・機器 

項目 数量 備考 項目 数量 備考 

PC 3 デスクトップ3 椅子 7 教員・事務補佐員 3 

打合せ用4 

プリンタ 2 レーザー複合機1 書架 1 非破壊検査機器・小

物教材収納庫兼用 

ロッカー 1     

注）この他に既存の什器・機器を利用している 
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（３）実物劣化教材実習フィールド 

 

校内の複数の候補地の中から専攻科生用の駐車場を選定し，実習フィールドとして整備することとし

た。専攻科生の代替え駐車場は別の場所に確保した。しかし，選定した用地は，傾斜地を造成した場所

にあり，進入路には大きな勾配のある2箇所のヘアピンカーブを有していたため，大型の教材（RC桁，RC

床版）の搬入が可能か否かの検討が最大の課題となった。検討の結果，実物劣化教材は最小のものを選

ぶこと，搬入車両にはステアリング機能のあるポールトレーラーを用いること，支障となる樹木を伐採

することなどで搬入を可能とした。 

敷地はおよそ幅10m×長さ30mの長方形で，周囲からの搬入ができないため敷地内にクレーンとトラッ

クを配置して搬入を行う必要があるため，敷地内の周囲にL字形に教材を配置した。重量物を設置する基

礎については，工事のコスト低減と短期間での発注を考慮して，プレキャストコンクリート基礎版（幅

800×長さ2000×厚さ100mm）を配置してその上に置くこととした。コンクリート基礎版の下には砕石を

敷き均して水平を確保した。 

 

 
 

               図３．１３ 実習フィールド位置図 
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25トンラフタークレーン入場（後進） RC桁搬入状況（後進）     RC床版搬入（後進） 

 

写真３．２９ 実習フィールド 

 

RC 床版は下面の劣化状況等を観察することが教材教育として重要と考え，鋼製架台に載せる計画とし

た。鋼製架台は，基礎工事をしない条件下で転倒に対する安全を確保する必要があったため，細・中幅

系のH形鋼を井桁状に組立てる構造とし，4つのコンクリートブロック（800×800×250mm）の上に配置

した。RC床版下面の作業空間は1.5mを確保した。また，安全対策としてストッパーを2方向に配置した。 

その他の教材は，プレキャスト基礎版の上に敷桁（H100×100）を配置して設置した。校内で実験に使

った小型コンクリートブロック試験体の廃材も活用した。実物劣化教材を設置した周辺には安全掲示物

等を設ける予定となる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

    RC床版据付け      RC桁 据付け完了状況         RC桁据付け 

 写真３．３０ 実習フィールド 

図３．１４ 実習フィールドの教材配置図 
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実習フィールドの工程表（行程表）は，下記の通りであった。 

 
 

 
写真３．３１ 教材設置後の実習フィールド 

 

   
    RC桁          RC床版           鋼桁端部 

  
トラス格点・支承，線支承   リベット桁（1/2切断） 

写真３．３２ 劣化教材 

 

（４）初期欠陥・鉄筋探査サンプル 

初期欠陥・鉄筋探査サンプルについては，幅1100mm，高さ900mm，奥行400mmのコンクリート壁

を 2体自主製作した。鉄筋探査練習用として 2面，鉄筋の配筋状況（かぶり，間隔，2段配筋等）

を変化させ，打音検査練習用として 2面，大きさとかぶりを変化させたスタイルフォーム板を内部

に配置して模擬欠陥とした。12月にはその供試体を用い，本校専攻科生，外部の技術者を交えて講
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習会，デモンストレーションを行った。教育のしやすさの観点で課題も残り，今後も継続して改良

を重ね，自主製作を続ける予定である。供試体はその後実習フィールドへ移動させる予定である。 

 
作製状況         鉄筋探査の練習 

写真３．３３ 初期欠陥・鉄筋探査サンプル 

 

（５）現場実習備品，倉庫 

実習フィールドは，建設環境工学科棟から離れており，階段・公道に出て坂を登って移動するた

め，実習備品を収納する倉庫を設置した。また，実習中に休憩できる建物等がないため，夏場の暑

さ対策について，タープテント 2張，クーラーボックス，折り畳み椅子などを備えた。 

講習会用の備品として，以下のものを整備した。iPad は到達度テスト等に使用，ノート PC は講

習スライド，iPadのデータ管理用である。 

 

表３．１２ 講習会用に購入した備品 

項目 数量 備考 項目 数量 備考 

プロジェクタ 1  受講生現場装備

品 

12 ボールペン，LEDライ

ト，ヘッドライト，

安全ベスト，クラッ

クスケール，クリッ

プボード，工具落下

防止コード，腰袋，

コンベックススケー

ル，デジカメ，点検

ハンマー，打診棒，

ヘルメット，長靴 

フロアスタンド

スクリーン 

1  

ケーブル類 1式 HDMI，延長ケーブル 

備品倉庫 1 屋外倉庫 

伸縮はしご 2  

iPad 12 10.2inch 

Wifi+Cellular 

ケース付き 

PC 1 WindowsノートPC 

デジタル一眼レ

フ 

1 講習会記録用 コンクリート品

質管理用品 

1式 高周波バイブレー

タ，同インバータ，

ピカコン，スケール，

墨ツボ，大バール，

のこぎり，シノ，ハ

ッカー 

ビデオカメラ 1 講習会記録用 

その他講習会備

品 

1式 ホイッスル，レーザー

ポインタ，ワークライ

ト，キャリーワゴン，

救急セット，腕章 
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第４章 産学連携体制の構築 

４．１ ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアムの設置 

高専を中心としたインフラメンテナンス分野におけるリカレント教育の推進，及び，実務家教

員育成・活用システムの全国展開に向けた取組を実施するにあたり，産学及び地域による共同教

育の場として，産学及び地域の１２機関から構成される“ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム”（以

降，コンソーシアム）を設置し，発足式及び合同会議を開催した。舞鶴高専校長の内海康雄委員

が合同会議議長に選出され，内海議長の指名により，福井高専校長の田村隆弘委員が副議長に指

名された。  
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４．２ ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム規約 
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－60－
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４．３ ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議メンバー 
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４．４ ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム部会の設置 

ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム規約第６条及び第７条に基づき，ＲＥＩＭ産学連携コンソー

シアム合同会議に，リカレント教育プログラム開発部会，及び，実務家教員育成研修プログラム

開発部会を設置した。各部会のメンバーは，コンソーシアム構成機関からの推薦に基づき，表４．

１のとおりとした。 

 

表４．１ ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議に設置した部会及びメンバー 
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第５章 会議等の開催 

５．１ リカレント教育推進委員会 

（表中敬称略） 

会議名 リカレント教育推進委員会（第１回） 

日 時 令和元年11月5日（火）13:00～16:00 

場 所 舞鶴工業高等専門学校 本館4階 大会議室 

出席者 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

顧問 長岡工業高等専門学校 校長 竹茂 求 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 教授 井林 康 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 陽田 修 

顧問 福井工業高等専門学校 校長 田村 隆弘 

委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 教授 阿部 孝弘 

委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 辻野 和彦 

委員長 舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

副委員長 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 

センター長 

玉田 和也 

委員 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 講師 毛利 聡 

委員 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命准教授 嶋田 知子 

委員 舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教 掛 園恵 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課 総務課長 窪田 仁 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課 総務係長 芦田 康弘 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課 財務係長 南部 佳紀 

顧問 香川高等専門学校 校長 安蘇 芳雄 

委員 香川高等専門学校建設環境工学科 准教授 林 和彦 

顧問 独立行政法人国立高等専門学校機構 理事（研究， 

情報） 

安藤 真 

委員 独立行政法人国立高等専門学校機構研究推進課 研究総括参事  佐藤 貴哉 

高専事務局 福島工業高等専門学校総務課地域連携係 係長    阿部 倫久 

高専事務局 長岡工業高等専門学校総務課地域連携係 係長    渡邊 親思 

高専事務局 福井工業高等専門学校総務課 課長補佐   西川 和浩 

高専事務局 福井工業高等専門学校総務課総務・地域連携係  係員     寺井 優子 

高専事務局 香川高等専門学校総務課 課長補佐 

(産学担当)   

前田 永吾 
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顧問代理 福島工業高等専門学校都市システム工学科 副校長（専攻 

科・広報担当） 

・教授 

原田 正光 

委員代理 香川高等専門学校建設環境工学科 助教 長谷川 雄基 

委員代理 長栄工業株式会社技術部 課長  白井 一義 

議事次第 

  

１．リカレント教育推進委員会発足式 

（１）趣旨説明 

  舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

（２）挨拶 

独立行政法人国立高等専門学校機構 理事 安藤 真 

（３）社会基盤メンテナンス教育センター概要説明及び施設・講習会の見学 

舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 玉田 和也 

社会基盤メンテナンス教育センター長 

２．議事 

（１）委員自己紹介 

（２）『KOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築』事業概要 

（３）実施体制について 

（４）経費執行について 

３．その他（今後の予定等） 

 ・令和元年１２月上旬（予定） 

 ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム発足式・合同会議（第１回）              

 ・令和２年 １月１０日（金） 

 ｉＭｅｃフォーラム２０１９ 13:15開場，13:30～17:00 ＠キャンパスプラザ京都 

 ・令和２年 ２月中旬（予定） 次回リカレント教育推進委員会＠舞鶴高専 

 

以上 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５．１ 委員会及び発足式         写真５．２ 実習フィールド見学 
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（表中敬称略） 

会議名 リカレント教育推進委員会（第２回） 

日 時 令和2年2月26日（月）13:00～15:30 

場 所 舞鶴工業高等専門学校 本館4階 大会議室 

出席者 

役職等 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

委員長 舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

副委員長 

 

舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 

社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 

センター長 

玉田 和也 

委員 福島工業高等専門学校都市システム工学科 准教授  江本 久雄 

委員 福島工業高等専門学校都市システム工学科 特命助教  浅野 寛元 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 助教   白井 一義 

委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 教授   阿部 孝弘 

委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科 助教   宮川 清剛 

委員 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 講師   毛利 聡 

委員 
舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命准教授  嶋田 知子 

委員 
舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

特命助教   掛 園恵 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課 総務課長   窪田 仁弘 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課総務係 総務係長   芦田 康紀 

委員 舞鶴工業高等専門学校総務課財務係 財務係長   南部 佳樹 

委員 香川高等専門学校建設環境工学科 准教授   林 和彦 

委員 香川高等専門学校建設環境工学科 特命助教   入江 正樹 

REIM専任 

 

舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

事務補佐員  

 

加登 朋恵 

REIM専任 

 

舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

事務補佐員  大田 誠 

高専事務局 福島工業高等専門学校総務課地域連携係 係長  阿部 倫久 

高専事務局 
香川高等専門学校総務課 課長補佐 

（産学担当） 

前田 永吾 

テレビ会議出席者 

委員 福井工業高等専門学校環境都市工学科  助教 樋口 直也 

REIM専任 

 

長岡工業高等専門学校 

総務課地域連携係 

事務補佐員  竹屋 瑞恵 

高専事務局 福井工業高等専門学校総務課 課長補佐 西川 和浩 

高専事務局 福井工業高等専門学校総務課総務・地域連携係 係員  寺井 優子 
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議事次第 

 

１．はじめに 

・委員長あいさつ  舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

・事業責任者より  舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 玉田 和也 

社会基盤メンテナンス教育センター長 

２．議事 

（１）高専ＲＥＩＭ事業全体の進捗状況について 

   ・令和元年度ＴＯＤＯ 

   ・専任教職員研修会の開催（令和２年１月２４日（金）～２８日（火），５日間） 

（２）ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアムについて 

   ・発足式及び合同会議（第１回）の開催 

   ・iMecフォーラム 2019の開催（令和２年１月１０日＠キャンパスプラザ京都） 

   ・部会の設置 

（３）リカレント教育実施環境整備について 

   ・全体の進捗状況 

   ・各高専の進捗状況 

（４）経費執行について 

・分担金変更額 

・各高専の経費執行状況と自己収入（自己負担額） 

（５）令和元年度実績報告書について 

   ・仮提出【電子データ】   令和２年３月２５日（水）18:00文科省〆 

   ・本提出【紙及び電子データ】令和２年４月１０日（金）18:00文科省〆 

   ・拠点校／連携校の記入箇所 

（６）令和２年度事業開始日及び補助金交付内定手続きについて 

   ・令和２年度事業開始日   令和２年４月 １日（水） 

   ・補助金調書の作成と提出  令和２年３月 ５日（水）18:00文科省〆 

   ・令和２年度必要経費（主に人件費）の算出 

３．その他（今後の予定等） 

・ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】カリキュラム開発経過報告 

舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 毛利先生 

 

 ・令和２年３月１０日（火） 

外部評価：社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会（令和元年度第２回） 

15:00～17:30 ＠京都テルサ  ⇒ メール審議へ変更 

・令和２年３月１７日（火）～１８日（水） 

    ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】実証講座＠舞鶴高専 ⇒ 延期 

 ・令和２年５月頃予定 

リカレント教育推進委員会（令和２年度第１回）＠舞鶴高専 
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 ・令和２年５月２１日～２２日 

インフラメンテナンス国民会議近畿本部フォーラム２０２０ 

     ＠ハナミズキホール・花博記念ホール（花博記念講演鶴見緑地内） 

 ・令和２年６月頃予定 

ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議及び各部会 

＠近畿建設協会会議室（大阪天満橋） 

以上 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５．３ 舞鶴高専 内海校長挨拶     写真５．４ 舞鶴高専 玉田センター長挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５．５ リカレント教育委員会        写真５．６ 連携高専進捗報告 
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５．２ ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム発足式及び合同会議 

（表中敬称略） 

 

 

会議名

日時

場所

カテゴリ 所属 役職 氏名 備考

連携企業 一般社団法人近畿建設協会 理事長 霜上　民生

連携企業 一般社団法人近畿建設協会 理事・技師長 黒谷　努

連携企業 一般社団法人近畿建設協会 部長 先本　勉

連携企業 一般社団法人近畿建設協会 チーフ 小室　篤史

連携企業 西日本高速道路株式会社
技術研修担当課長・茨城
技術研修センター長

福冨　章

連携企業 一般社団法人建設コンサルタンツ協会近畿支部
参与（中央復建コンサル
タンツ株式会社）

田底　成智

連携企業 一般社団法人建設コンサルタンツ協会近畿支部
参与（株式会社エイト日本
技術開発関西支社）

廣瀬　彰則

連携校 福島工業高等専門学校 准教授 江本 　久雄

連携校 長岡工業高等専門学校 准教授 宮㟢　靖大

連携校 長岡工業高等専門学校 准教授 陽田　修

連携校 福井工業高等専門学校 教授 阿部　孝弘

連携校 福井工業高等専門学校 准教授 辻野　和彦

連携校 福井工業高等専門学校 助教 樋口　直也

代表校 舞鶴工業高等専門学校 校長 内海　康雄

代表校 舞鶴工業高等専門学校
教授・社会基盤メンテナン
ス教育センター長

玉田　和也

代表校 舞鶴工業高等専門学校 講師 毛利　聡

代表校 舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 嶋田　知子

代表校 舞鶴工業高等専門学校 特命助教 掛　園恵

代表校 舞鶴工業高等専門学校 総務課長 窪田　仁

代表校 舞鶴工業高等専門学校 事務補佐員 坂谷　真唯 （事務局）

代表校 舞鶴工業高等専門学校 事務補佐員 大田　誠 （事務局）

連携校 香川高等専門学校 准教授 林　和彦

連携校 香川高等専門学校 特命助教 入江　正樹

連携校 香川高等専門学校 事務補佐員 松山　哲也 （オブザーバー）

協力機関 独立行政法人国立高等専門学校機構 理事（研究，情報） 安藤　真

連携校 放送大学学園 副学長 池田　龍彦

連携校 放送大学学園
課長補佐，地域連携コー
ディネーター

樋口　徹

協力校 国立大学法人長岡技術科学大学
教授，学長補佐（高専連
携担当）

武田　雅敏

地域連携機関 京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会
副会長（京都府中丹広域
振興局建設部長）

磯岩　潮

地域連携機関 京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会
京都府中丹東土木事務
所主査

木野　真一郎 （オブザーバー）

一般社団法人近畿建設協会　会議室

令和元年１２月１６日（月）　１３：３０～１６：３０　

REIM産学連携コンソーシアム発足式及び合同会議

出席者
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議事次第 

 

１．ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム発足式 

（１）趣旨説明  舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

（２）挨拶 独立行政法人国立高等専門学校機構 理事 安藤 真 

      一般社団法人近畿建設協会 理事長 霜上 民生 様 

（３）ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム規約の制定 

（４）講演    西日本高速道路株式会社 茨城技術研修センター長 福冨 章 様 

         『NEXCO西日本 茨木技術研修センターの施設概要及び活動状況』 

 

２．ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議（令和元年度第１回） 

（１）議長の選出 

（２）取組概要『KOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築』 

舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授  

社会基盤メンテナンス教育センター長 玉田 和也 

（３）各部会の体制構築について 

（４）全体ディスカッション「建設業界におけるリカレント教育の必要性」 

 

３．その他（今後の予定等） 

 ・令和２年１月１０日（金）ｉＭｅｃフォーラム２０１９ 

13:30～17:00（開場 13:15）＠キャンパスプラザ京都 

・令和２年６月（予定）  次回ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５．７ 舞鶴高専 内海校長挨拶     写真５．８ 国立高専機構 安藤理事挨拶  
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写真５．９ 近畿建設協会 霜上理事長挨拶  写真５．１０ ＮＥＸＣＯ西日本 

福冨氏講演  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５．１１ 取組概要説明      写真５．１２ コンソーシアム合同会議  
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５．３ ｉＭｅｃフォーラム２０１９ 

（表中敬称略） 

会議名 ｉＭｅｃフォーラム２０１９ 

日 時 令和２年１月１０日（金）１３：３０～１７：００ 

場 所 キャンパスプラザ京都 第３講義室 

出席者 

カテゴリ 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

基調講演 
富山市 建設技術統括監 植野 芳彦 

パネリスト 

 

筑波大学 システム情報系構造 

エネルギー工学域 

准教授 西尾 真由子 

パネリスト 

 

京都府 建設交通部 指導検査課 課長補佐兼係長 俣野 龍象 

パネリスト 

 

 

株式会社ウエルアップ 

一般社団法人現場技術土木施工管理技士

会近畿支部研修委員長 

取締役副社長 尾花 弘教 

挨拶・まとめ 

 

舞鶴工業高等専門学校  校長 内海 康雄 

主催・ 

パネリスト 

舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター 

教授 

センター長 

玉田 和也 

主催 舞鶴工業高等専門学校  講師 毛利 聡 

主催・ 

活動報告 

舞鶴工業高等専門学校  特命准教授 嶋田 知子 

主催 舞鶴工業高等専門学校   特命助教 掛 園恵 

主催 舞鶴工業高等専門学校  事務補佐員 大田 誠 

主催 舞鶴工業高等専門学校 事務補佐員 坂谷 真唯 

連携校 福島工業高等専門学校  准教授 江本 久雄 

連携校 福島工業高等専門学校  特命助教 浅野 寛元 

連携校 福井工業高等専門学校 教授 阿部 孝弘 

連携校 福井工業高等専門学校  准教授 森山 卓郎 

連携校 放送大学学園     副学長 池田 龍彦 

連携校 

 

放送大学学園 

オンライン教育センター  

教授 

センター長  

近藤 智嗣 

協力大学 

 

 

国立大学法人長岡技術科学大学 大学院 

工学研究科機械創造工学専攻 学長補佐   

（高専連携担当） 

教授 武田 雅敏 
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連携校 長岡工業高等専門学校  准教授 陽田 修 

連携校 長岡工業高等専門学校  助教 白井 一義 

連携校 福井工業高等専門学校  特命助教 宮川 清剛 

連携校 福井工業高等専門学校  助教 樋口 直也 

連携校 香川高等専門学校    准教授 林 和彦 

連携校 香川高等専門学校    助教 長谷川 雄基 

連携校 香川高等専門学校    事務補佐員 松山 哲也 

連携校 阿南工業高等専門学校 准教授 森山 卓郎 

地域連携 綾部市  建設部次長 四方 康尚 

地域連携 京丹後市建設部  部長 吉岡 浩司 

地域連携 
阿一般財団法人 京都技術サポート 

センター  

土木課長 塩見 寛之 

外部評価運営 
中央復建コンサルタンツ株式会社   

構造系部門 橋梁グループ 

 丹羽 信弘 

その他 107名  

（１）挨拶 

舞鶴工業高等専門学校 社会基盤メンテナンス教育センター長 玉田 和也 

舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

 

（２）基調講演 

『インフラ・メンテナンス富山市スタイル 

   ～第２ステージに向けての「しくみ」と「人」～』 

富山市 建設技術統括監 植野 芳彦 氏 

 

（３）舞鶴高専 社会基盤メンテナンス教育センター ２０１９年度活動報告 

社会基盤メンテナンス教育センター 特命准教授 嶋田 知子 

 

（４）パネルディスカッション 

  ～次世代のインフラメンテナンスを支える「技術」と「人」～ 

 

パネリスト 

・富山市 建設技術統括監 植野 芳彦 氏  （基調講演登壇者） 

・株式会社ウエルアップ 取締役副社長 

一般社団法人 現場技術土木施工管理技士会近畿支部研修委員長 尾花 弘教 氏 

『民間における土木技術者の育成』 

・京都府 建設交通部 指導検査課 課長補佐兼係長 俣野 龍象 氏 

『京都府建設業魅力向上プロジェクトについて』 
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・筑波大学 システム情報系 構造エネルギー工学域准教授  西尾 真由子 氏  

『地⽅公共団体管理橋梁定期点検における AI活⽤の可能性』  

コーディネータ 

  舞鶴高専 社会基盤メンテナンス教育センター長 玉田和也 

 

（５）フォーラム全体のまとめ 

舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

以上 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５．１３ 会場の様子       写真５．１４ 舞鶴高専 内海校長挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５．１５ 植野氏による基調講演    写真５．１６ 舞鶴高専ｉＭｅｃ活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５．１７ パネルディスカッション    写真５．１８ 会場を交えての意見交換 
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図５．１ ｉＭｅｃフォーラム２０１９ ポスター 
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第６章 教育／研修プログラムの開発・実施 

６．１ インフラメンテナンス人材育成ロードマップ 

各年度の数値目標（リカレント教育プログラムの開催回数と受講者数，技術資格登録者数，及

び，実務家教員育成研修プログラムの開催回数と受講者数，実務家教員派遣数）を明示したイン

フラメンテナンス人材育成ロードマップ（５カ年）を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．２ 開発・実施計画 

リカレント教育プログラムと実務家教員育成研修プログラムについて，開発計画，及び，各開

発プログラムの実証講座と本講座の実施計画（５カ年）を作成した。 
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６．３ リカレント教育プログラムの開発 

橋梁診断技術者育成課程として，専門特修講座“ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】”

を新規開発した。この講座は，既存講座【鋼構造物の非破壊検査】に，コンクリート構造物の詳

細調査の内容を追加し，新たに【鋼構造物の詳細調査】として講座全体を再編成したものである。 

この講座は，ｅラーニング講座と２日間の講習会を組合せたカリキュラムである。ｅラーニン

グ講座では，講習会の事前学修に位置づけ，必要な知識の修得を行う。講習会では，実習・演習

を中心としたアクティブラーニング形式により，必要な技能の修得を行う。講習会の最後には，

学修到達度確認試験を実施する。 

 

表６．１ ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】教育コンテンツ一覧 

教育コンテンツ 数量 

１．カリキュラム 一式 

２．ｅラーニング教材  

 ２－１．鋼構造物の詳細調査  

 01_鋼構造物の劣化と点検の着目点 
学修時間 1.5時間 

チェックテスト 10問 

 02_鋼構造物の詳細調査 
学修時間 1.5時間 

チェックテスト 10問 

 ２－２．コンクリート構造物の詳細調査  

 01_コンクリート構造物の詳細調査の目的と必要性 
学修時間 1時間 

チェックテスト 10問 

 02_コンクリート構造物の詳細調査が必要な変状の着目点 
学修時間 1時間 

チェックテスト 10問 

 03_コンクリート構造物の詳細調査 
学修時間 1時間 

チェックテスト 10問 

３．講習会テキスト 一式 

４．講習会スライド 一式 

５．講習会演習教材  

 ５－１．鋼構造物の非破壊検査実習  

  

浸透探傷試験（ＰＴ），磁気探傷試験（ＭＴ），超音波探傷試

験（ＵＴ），過流探傷試験（ＥＴ（膜厚計）），赤外線サーモ

グラフィ試験（ＴＴ），放射線透過試験（ＲＴ） 

一式 

（６手法） 

 ５－２．コンクリート構造物の変状の着目点と観察 一式 

 ５－３．コンクリート構造物の詳細調査実習  

  
コア採取，はつり，ドリル削孔，テストハンマ強度，電磁波

レーダー法，赤外線法，打音法，超音波法，表面吸水試験 

一式 

（９手法） 

６．学修到達度確認試験 20問 

  

－78－



表６．２ ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】（専門特修講座）シラバス 

講 座 名 称 ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】（専門特修講座） 

※本講座は橋梁診断技術者認定講座の事前受講講座に指定予定． 

開 催 日 程 ｅラーニング（2週間）＋講習会（2日間）  

修得を目指

す 

知識及び技

能 

（到達目標） 

構造物の詳細調査に関する専門的な知識及び技能として，以下の修得を目指す． 

・変状に応じた詳細調査手法の選択と，詳細調査結果に基づく損傷評価や措置の

必要性の判断に必要な知識を修得する． 

・鋼構造物の汎用的な非破壊検査について，実施に必要な知識及び技能を修得す

る． 

・コンクリート構造物の汎用的な微破壊調査，非破壊調査について，実施に必要

な知識及び技能を修得する． 

受 講 資 格 特になし．但し，橋梁点検に関する基礎的な知識及び技能（准橋梁点検技術者の

技術レベル相当）を修得していることが望ましい． 

教 育 方 法 講習会の事前学修として，所定のｅラーニングコースを受講する．講習会は，ｅ

ラーニングで修得した知識の定着・深化と詳細調査に関する技能の修得のため，

体験型学修や実習等のアクティブ・ラーニングの形式で実施する． 

学 修 時 間 ｅラーニング（事前学修）：学修期間：講習会前の 2週間， 

所要時間：約 6時間 ／ 講習会：約 14時間（2日間） 

修 了 要 件 所定のｅラーニングコースを受講・修了すること，及び，講習会の全時限に出席

しカリキュラムを全て修了すること． 

到達度評価 講習会の最後に，修得を目指す知識及び技能（到達目標）に対する学修到達度チ

ェックを実施する． 
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第７章 外部評価 

７．１ 外部評価委員会 

本取組に対する令和元年度の外部評価を，社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会において

実施した。社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会の委員構成を表７．１に示す。 

表７．１ 社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会委員構成 

 氏 名（敬称略） 所属・役職等 

委 員 長 石田 雅博 （国研）土木研究所 構造物メンテナンス研究センター 

橋梁構造研究グループ 上席研究員 

副委員長 吉津 宏夫 国土交通省 近畿地方整備局 道路部 道路保全企画官 

委 員 礒 岩  潮 京都府中丹広域振興局 建設部長 

委 員 矢谷 明也 舞鶴市 建設部長 

委 員 神  敏郎 （一財）京都技術サポートセンター 理事長 

委 員 桐 川  潔 （一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会 

関西支部 保全部会保全委員 

委 員 中垣 亮二 （一社）日本橋梁建設協会 技術顧問 

委 員 丹羽 信弘 （一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部 会員 

委 員 河野 広隆 京都大学経営管理大学院 教授 

委 員 玉田 和也 舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 

委 員 毛 利  聡 舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 講師 

 

７．２ 外部評価の実施 

 当初，令和２年３月１０（火）に外部評価委員会を開催し，外部評価を実施する予定であったが，

新型コロナウイルス感染拡大防止のため，メール会議に変更して実施した。外部評価の評価項目，

及び，評価指標を表７．２に示す。審議期間は，令和２年３月１６日（月）～２７日（金）の約２

週間とし，評価結果は，各委員からメールにて回答いただいた。 

表７．２ 外部評価（令和元年度）の実施項目及び評価指標 

評価項目 評価指標（一つ選択） 

（１）高専REIM事業運営体制の構築 適切／概ね適切／要改善 

（２）リカレント教育の実施環境整備 適切／概ね適切／要改善 

（３）産学連携体制の構築 適切／概ね適切／要改善 

（４）インフラメンテナンス人材育成ロードマップ 適切／概ね適切／要改善 

（５）地域の課題やニーズ等の調査 適切／概ね適切／要改善 

（６）教育／研修プログラムの開発・実施計画 適切／概ね適切／要改善 

（７）実施成果報告書の作成 適切／概ね適切／要改善 

（８）広報媒体（ホームページとパンフレット） 適切／概ね適切／要改善 
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第８章 広報活動 

８．１ ホームページ 

 

 
 

図 ８．１ ホームページの構成 
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＜トップページ＞ 
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＜取組概要＞ 
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＜開発プログラム＞ 
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＜連携＞ 
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＜教育拠点＞ 
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＜アーカイブ＞ 
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８．２ パンフレット 
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８．３ 新聞掲載 

（１）日本経済新聞 ２０１９年１０月２８日 
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（２）京都新聞 ２０１９年１２月１４日 
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（３）建設通信新聞 ２０１９年１２月１８日 
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８．４ 事業構想大学院大学／社会情報大学院大学 書籍掲載 
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参考資料１  

リカレント教育推進委員会 第１回 議事録 

（文中敬称略） 

１．リカレント教育推進委員会発足式 

（１）趣旨説明  舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

（２）挨拶    独立行政法人国立高等専門学校機構 理事 安藤 真 

（３）社会基盤メンテナンス教育センター概要説明及び施設・講習会の見学 

舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 玉田 和也 

社会基盤メンテナンス教育センター長 

２．議事 

（１）委員自己紹介 

（２）『KOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築』事業概要 

 ・実務家教員の育成は本事業内で実施し，実務家教員育成研修プログラムの教育実習は舞鶴高専

（場所）で行う。 

 ・各地域に教える人材（実務家教員）を育てる必要がある。 

 ・国交省登録資格の申請に係る講習会については，必須のコアカリキュラムや資格認定試験があ

るが，これを抑えた上で地域特性色を出す（コンテンツ追加等）ことを妨げものではない。 

 ・今後に向けて，各高専において各地域の行政・公益法人・業界団体等との連携・協力体制の構

築に取組む。 

（３）実施体制について 

 ・本事業の呼称は『ＫＯＳＥＮ－ＲＥＩＭ』とする。 

・各高専に組織構築する社会基盤メンテナンス教育センターの呼称等は今後の検討とする。 

（４）経費執行について 

 ・各高専は，経費執行状況を定期的に舞鶴高専に報告する。（報告方法等は別途協議） 

 ・非破壊検査機器については，舞鶴高専で一括調達する。 

 ・事業開始のずれ込みにより執行できない人件費については，再配分を行う。 

 ・年度内予算のため，実物劣化教材の運搬・設置・安全対策等は年度内の業務完了が必須。 

  ⇒年 内：実物劣化教材置き場の確保。 

  ⇒年度内：受入のための整地，舞鶴から各高専への運搬，積み下ろし・安全対策の実施。 

  ⇒舞鶴から各高専へ運搬する業者は決定済み。各高専は実物劣化教材積み下ろし・安全対策に

対応できる業者を急ぎ選定すること。 

舞鶴から各高専への運搬及び各高専での積み下ろし・安全対策の経費は各高専に計上。 

舞鶴から各高専への運搬にかかる費用は，別途連絡する。 

 ・専任教職員（特命助教，事務補佐員）は，本事業のみに従事する。 

 ・専任教職員の雇用人数や雇用形態については，人件費の範囲内で各高専において運用する。 

・今年度の連携高専の自己負担額には敷地の整地等の費用を計上しており，間接経費相当額。 

－109－



・本事業の問い合わせ先は，ＫＯＳＥＮ－ＲＥＩＭ専用メール（kosen-reim@maizuru-ct.ac.jp）

又は舞鶴高専ｉＭｅｃ電話［TEL:0773-62-8877］とする。 

・総務関係・財務関係については，高専事務局間でも適宜連絡をとりあう。 

３．その他（今後の予定等） 

 ・令和元年１２月上旬（予定） ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム発足式・合同会議（第１回）              

 ・令和２年 １月１０日（金） ｉＭｅｃフォーラム２０１９ 

13:15開場，13:30～17:00 ＠キャンパスプラザ京都 

 ・令和２年 ２月中旬（予定） 次回リカレント教育推進委員会＠舞鶴高専 

以上 
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参考資料２  

リカレント教育推進委員会 第２回 議事録 

（文中敬称略） 

１．はじめに 

委員長あいさつ  舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

  事業責任者より  舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 玉田 和也 

社会基盤メンテナンス教育センター長 

２．議事 

（１）高専ＲＥＩＭ事業全体の進捗状況について 

   ・令和元年度ＴＯＤＯ 

⇒事業パンフレットは，印刷物を各高専に配布し，広報に活用する。 

   ・専任教職員研修会の開催（令和２年１月２４日（金）～２８日（火），５日間） 

（２）ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアムについて 

   ・発足式及び合同会議（第１回）の開催 

⇒２０２０年度は年２回程度開催予定。 

   ・iMecフォーラム 2019の開催（令和２年１月１０日＠キャンパスプラザ京都） 

   ・部会の設置 

⇒リカレント教育プログラム開発部会，及び，実務家教員育成研修プログラム開発部会を

設置する。 

⇒部会の開催は，コンソーシアム同日とするなど参加しやすい様配慮する。 

⇒常勤教員が委員，専任教員は事務局として参画する。 

⇒２０２０年度は年３回程度開催予定。（メール会議含む） 

（３）リカレント教育実施環境整備について 

   ・全体の進捗状況 

    ⇒収集した実物劣化教材配置先を確定。 

   ・各高専の進捗状況 

⇒福島高専：実習フィールドとして福島ロボットテストフィールドを借用 

劣化部材搬入日程調整中 

⇒長岡高専：３／１９に劣化部材搬入・設置予定 

          ３／１より特命助教の丸山先生が着任予定 

⇒福井高専：劣化部材搬入日程調整中 

⇒香川高専：３／４～下旬に劣化部材搬入・設置予定 

（４）経費執行について 

・分担金変更額 

⇒分担金変更額の確認。 

・各高専の経費執行状況と自己収入（自己負担額）   
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⇒舞鶴高専：超音波検査機器は入札手続き中。新型コロナの影響で一部会議がメール審議と

なり予算執行に変更が生じる。ｅラーニングシステム更新関係費用を計上。 

⇒福島高専：現場装備品一部執行済，劣化部材運搬に関する費用は調整中。 

⇒長岡高専：費目毎の増減はあるが，概ね調整済。旅費等を精査して最終調整。 

⇒福井高専：安全対策備品の購入を手配中。運搬，架台設置費用が増加中。学科からの持ち

出しで１０数万を見込んでいる。 

⇒香川高専：概ね予定通り執行中。保留していた物品で最終調整を図る。 

⇒放送大学：資料のとおり 

（５）令和元年度実績報告書について 

   ・仮提出【電子データ】   令和２年３月２５日（水）18:00文科省〆 

   ・本提出【紙及び電子データ】令和２年４月１０日（金）18:00文科省〆 

   ・拠点校／連携校の記入箇所 

⇒実績報告様式の Excelファイルと資料１２（拠点校／連携校の記入箇所）を確認して作成

を進めていただきたい。 

   ⇒補助対象経費調書（補助対象経費として認められない経費があった場合に作成）について

は，該当なしと認識している。 

⇒記載ぶりを統一するため，舞鶴にて記載ルールを整理して連絡する。 

（費目について，細かい備品類は『実習備品等』まとめる等） 

⇒備品は100千円以上を備品として計上し，それ以外の物品は消耗品とする。 

⇒文部科学省からの依頼メール（様式）を共有する。 

（６）令和２年度事業開始日及び補助金交付内定手続きについて 

   ・令和２年度事業開始日   令和２年４月 １日（水） 

   ・補助金調書の作成と提出  令和２年３月 ５日（水）18:00文科省〆 

   ・令和２年度必要経費（主に人件費）の算出 

⇒拠点校（舞鶴）で補助金調書を作成し手続きを行う。 

⇒令和２年度予算配分額は５８，０００千円。令和元年度から１割強低減。 

内訳は，直接経費５０，４３５千円，間接経費７，５６５千円。 

⇒申請書の２０２０年度補助対象経費をベースに，拠点校で必要経費を積算する。 

⇒雇用契約中の専任教職員の令和２年度人件費を事務部門で積算し，KOSEN-REIM宛に提出

すること。また，特段の必要経費があれば合わせて提出すること。 

⇒令和２年度に計上する自己収入（自己負担額）は，舞鶴高専の人件費のみ。 

⇒連携高専は，令和２年度，及び，令和３年度は自己負担額なし（申請時）。 

（７）ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】毛利先生より 

⇒毛利先生，掛先生でカリキュラムを開発。コンテンツは Teamsにアップ済。 

⇒ｅラーニング教材，講習会テキスト，実習教材について，本委員会でブラッシュアップしてい

く。 

⇒２０２０年度以降，橋梁長寿命化対策，施工技術と施工管理，建設ＩＣＴ，橋梁診断のコンテ

ンツについて，専任教員が中心となり開発する。 

 

－112－



３．その他（今後の予定等） 

 ・令和２年３月１０日（火）（新型コロナウィルス感染拡大防止のためメール審議） 

外部評価：社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会（令和元年度第２回） 

15:00～17:30 ＠京都テルサ 

 ・令和２年３月１７日（火）～１８日（水）（新型コロナウィルス感染拡大防止のため延期） 

     ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】実証講座＠舞鶴高専 

 ・令和２年５月頃予定 

リカレント教育推進委員会（令和２年度第１回）＠舞鶴高専 

 ・令和２年５月２１日～２２日 

インフラメンテナンス国民会議近畿本部フォーラム２０２０ 

     ＠ハナミズキホール・花博記念ホール（花博記念講演鶴見緑地内） 

⇒高専ＲＥＩＭとしてパネルを展示。各高専に展示パネル作成を依頼。また，当日のスタッフ

として参加いただく可能性あり。 

⇒各校，各地域開催のイベントに参加し，認知度向上を目指していく。 

 ・令和２年６月頃予定 

ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議及び各部会 

＠近畿建設協会会議室（大阪天満橋） 

以上 
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参考資料３ 

ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム発足式及び合同会議 議事録 

 

（文中敬称略） 

１．ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム発足式 

（１）趣旨説明 舞鶴工業高等専門学校 校長 内海 康雄 

（２）挨拶 独立行政法人国立高等専門学校機構 理事 安藤 真 

  一般社団法人近畿建設協会 理事長 霜上 民生 様 

（３）ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム規約の制定 

 ・ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム規約案が出席委員に承認された。 

（４）講演    西日本高速道路株式会社 茨木技術研修センター長 福冨 章 様 

         『NEXCO西日本 茨木技術研修センターの施設概要及び活動状況』 

２．ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議（令和元年度第１回） 

（１）議長の選出 

 ・議長として，本取組代表校の校長である内海康雄委員が選出された。 

 ・内海議長により，福井高専 校長の田村隆弘委員が副議長に指名された。 

（２）取組概要『KOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築』 

舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 玉田 和也 

社会基盤メンテナンス教育センター長 

 ・実務家教員の研修プログラムでは，研究倫理だけでなく技術者倫理の学修も重要。 

（３）各部会の体制構築について 

 ・各部会の事務局は，本事業での実働部隊である“リカレント教育推進委員会”が務め，開発プ

ログラムの原案作成や，開発プログラムの実証・検証など，実証することを想定。（資料３，

４参照） 

・建設コンサルタンツ協会では，鋼及びコンクリートの専門性，両方を兼ね添えた人物を部会委

員として推薦する方針である。 

（４）全体ディスカッション「建設業界におけるリカレント教育の必要性」 

 ■論点１：各企業・団体におけるリカレント教育 

  ・京都府：経験年数に応じて内部研修を行う他，外部研修会の参加，外部講師の招聘など専門

的な研修を実施している。最近は土木以外から就業した若手職員へは，中堅職員による研修

などの取り組みをスタートした。 

  ・NEXCO西日本：OJT，OFF-JT，自己研鑚の３本柱。ｅラーニングのように場所を選ばずできる

コンテンツも検討していきたい。資格取得の支援も行うなど，やるべきことは多くあるが，

人材不足が一番難しい課題。 
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 ■論点２：建設業界としてのリカレント教育 

  ・近畿建設協会：ドローンやＡＩ，新しい技術も取り入れながらやっていくことが必要。実務

家教員の候補としてＣＶＶがある。 

  ・建設コンサルタンツ協会：ビジネスにはならないが，一方で，業界としてリカレント教育に

取り組む必要性はあり，建設コンサルタンツ協会としてお役に立てると良いと考えている。

シニアクラスが実務家教員になるのは現実的だが，現役世代が実務家教員になるにはクリア

すべき課題がある。 

  ・放送大学：クオリティの高い技術判断をできるシニアの方が，リタイアした後に，実務家教

員として活躍いただくと良いし，現実的と考える。 

 ■論点３：高専によるリカレント教育に求めること 

  ・長岡高専：高専卒業後，目的意識を持ち再度学ぶことが大事。今後は，実務家教員も同様，

学ぶ志を持っている人材を支えることが，組織のバックアップにつながる考え方も大事であ

る。 

 

３．その他（今後の予定等） 

 ・令和２年１月１０日（金）ｉＭｅｃフォーラム２０１９ 

13:30～17:00（開場13:15）＠キャンパスプラザ京都 

 ・令和２年６月（予定）  次回ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議 

以上 
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謝辞 

 

本事業の実施にあたり，多くの方々から多大なご助力を賜りました。 

ここに記し，心より御礼申し上げます。 

 

リカレント教育拠点整備における実物劣化教材実習フィールド整備にあたり，（一社）施工技術総

合研究所より，劣化したRC床版を提供いただきました。小山町（静岡県）より，明治時代の鋼ト

ラス橋の部材を提供いただきました。滋賀県大津土木事務所より，昭和初期のRC桁を提供いただ

き，教材切断・運搬の際は（株）三東工業社の協力をいただきました。舞鶴市より，鋼リベット桁，

線支承を提供いただきました。岐阜大学工学部社会基盤工学科の木下幸治准教授より，固定支承を

提供いただきました。関西大学環境都市工学部都市システム工学科の石川敏之准教授より，疲労亀

裂試験片を提供いただきました。（株）川金コアテックより，ゴム支承やBP支承の教材モデルを提

供いただきました。また，提供いただいた実物劣化教材の運搬においては，（株）総進建設工業，（株）

舞鶴クレーンに多大な協力をいただきました。 

産学連携によるＲＥＩＭ産学連携コンソーシアムの構築にあたり，見波潔氏には，ＲＥＩＭ産学

連携コンソーシアム構成機関を紹介していただきました。（一社）近畿建設協会，西日本高速道路株

式会社，（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部には，連携企業としてＲＥＩＭ産学連携コンソー

シアムへ参画いただき，委員を派遣いただきました。長岡技術科学大学には協力大学として，放送

大学学園には連携大学として参画いただき，委員を派遣いただきました。また，地域連携として京

都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会に参画いただきました。 

社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会には，本年度の外部評価をいただきました。 

（独）国立高等専門学校機構の安藤真理事には，全高専・全学的実施体制の構築にあたり，多大な

ご尽力をいただきました。 

国土交通省近畿地方整備局福井河川国道事務所にはリカレント教育の教材として，構造物の詳細

調査の事例の資料を提供いただきました。 

 

最後に，本事業を支えた舞鶴工業高等専門学校はじめ，福島工業高等専門学校，長岡工業高等専

門学校，福井工業高等専門学校，香川高等専門学校の教職員，及び，スタッフ，それを支えられた

ご家族のみなさまに，心より感謝申し上げます。 

 

      令和2年3月吉日 

 

      舞鶴工業高等専門学校 

社会基盤メンテナンス教育センター長 

      玉 田 和 也 
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